
静岡市障がい者共生のまちづくり計画掲載予定事業

（法定サービス等）

　法律等により、実施が義務付けられているものや、障害福祉計画、障害児福
祉計画への掲載を義務付けられているもの等の事業が該当します。

　支援体制の基礎となることから、掲載を手厚くすることを予定しています。
　（各事業１ページ）

資料３－１
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大分野－小分野 所管課
資料

ページ

①　－（１） 心のバリアフリーイベント 障害福祉企画課 6

①　－（２） アイボランティア入門講座・点字講習会 障害福祉企画課 7

①　－（２） 手話奉仕員・要約筆記者養成研修事業 障害福祉企画課 8

①　－（２） 初心者向け手話講習会 障害福祉企画課 9

①　－（４） 成年後見制度利用支援事業

福祉総務課
障害福祉企画課
高齢者福祉課

精神保健福祉課

10

①　－（４） 成年後見制度法人後見支援事業
福祉総務課

障害福祉企画課
精神保健福祉課

11

①　－（４） 手話通訳者設置事業
障害福祉企画課

各区障害者支援課
12

①　－（４） 手話通訳者・要約筆記者派遣事業 障害福祉企画課 13

①　－（４） 専門性の高い意思疎通支援事業 障害福祉企画課 14

①　－（５） 障害者虐待防止対策支援事業
障害福祉企画課
精神保健福祉課

15

② 地域生活支援拠点等の整備 障害福祉企画課 17

②
精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構
築事業

精神保健福祉課 18

②
障害福祉サービス等に係る各種研修の活用による職
員の人材育成

障害者支援推進課
障害福祉企画課　他

20

② 障害福祉サービス事業所等指導監査実施事業 障害者支援推進課 21

②　－（１） 障害者相談支援事業 障害福祉企画課 22

②　－（１） 発達障害者支援地域協議会の運営 障害福祉企画課 23

②　－（１） 発達障害者支援センターの運営 障害福祉企画課 24

②　－（１） 計画相談支援
障害者支援推進課
障害福祉企画課

25

②　－（１） 障害児相談支援
障害者支援推進課
障害福祉企画課

26

②　－（１） 施設入所支援
障害者支援推進課
障害福祉企画課

27

②　－（１） 地域移行支援 障害者支援推進課 28

②　－（２） 地域定着支援 障害者支援推進課 29

②　－（２） 自立生活援助 障害者支援推進課 30

②　－（３） 居宅介護 障害者支援推進課 31

②　－（３） 重度訪問介護 障害者支援推進課 32

静岡市障がい者共生のまちづくり計画掲載予定事業（法定サービス等）一覧表

事業名
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大分野－小分野 所管課
資料

ページ
事業名

②　－（３） 生活介護
障害者支援推進課
障害福祉企画課

33

②　－（３） 自立訓練（機能訓練）
障害者支援推進課
障害福祉企画課

34

②　－（３） 自立訓練（生活訓練）
障害者支援推進課
障害福祉企画課

35

②　－（３） 短期入所（福祉型）
障害者支援推進課
障害福祉企画課

36

②　－（３） 短期入所（医療型）
障害者支援推進課
障害福祉企画課

37

②　－（３） 訪問入浴サービス 障害福祉企画課 38

②　－（３） 障害支援区分認定等事務
障害者支援推進課
各区障害者支援課

39

②　－（４） 日常生活用具費助成事業 障害者支援推進課 40

②　－（５） 発達障害者家族支援体制整備事業 障害福祉企画課 41

②　－（５） 重症心身障がい児（者）を支援する人材の確保・養成 障害福祉企画課 42

②　－（５） 強度行動障がい者支援施設サポート事業 障害福祉企画課 43

②　－（３） 新
視覚障がい者の理解促進に関する普及啓発、相談・
支援事業

地域リハビリテーション
推進センター

障害福祉企画課
44

③　－（１） かかりつけ医等発達障害対応力向上研修事業 障害福祉企画課 46

③　－（１） 療養介護 障害者支援推進課 47

④　－（１） 共同生活援助
障害者支援推進課
障害福祉企画課

49

④　－（１） 共同生活援助（日中サービス支援型）
障害者支援推進課
障害福祉企画課

50

④　－（１） 福祉ホーム運営補助 障害福祉企画課 51

④　－（２） 同行援護 障害者支援推進課 52

④　－（２） 行動援護 障害者支援推進課 53

④　－（２） 移動支援事業
障害者支援推進課
障害福祉企画課

54

④　－（２）
自動車運転免許取得費補助事業及び自動車改造費補
助事業

障害者支援推進課 55

　－（３） 地域生活支援拠点等の整備（再掲） 障害福祉企画課 57

　－（３）
精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築
事業（再掲）

障害者支援推進課 57

　－（３） 障害者相談支援事業（再掲） 障害者支援推進課 57

　－（３） 成年後見制度利用支援事業（再掲） 障害者支援推進課 57

　－（３） 成年後見制度法人後見支援事業（再掲） 障害者支援推進課 57

　－（３） 地域定着支援（再掲）
児童相談所

障害者支援推進課
57
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大分野－小分野 所管課
資料

ページ
事業名

　－（３） 自立訓練（生活訓練）（再掲）
児童相談所

障害者支援推進課
57

⑥　－（１） 児童発達支援
障害者支援推進課
障害福祉企画課

59

⑥　－（１） 医療型児童発達支援
障害者支援推進課
障害福祉企画課

60

⑥　－（１） 放課後等デイサービス
障害者支援推進課
障害福祉企画課

61

⑥　－（１） 保育所等訪問支援
障害者支援推進課
障害福祉企画課

62

⑥　－（１） 居宅訪問型児童発達支援
障害者支援推進課
障害福祉企画課

63

⑥　－（１） 福祉型障害児入所支援
児童相談所

障害者支援推進課
64

⑥　－（１） 医療型障害児入所支援
児童相談所

障害者支援推進課
65

⑥　－（２）
医療的ケア児に対する関連分野の支援を調整する
コーディネーターの配置

障害福祉企画課
障害者支援推進課

66

⑥　－（２） 医療的ケア児支援協議会 障害福祉企画課 67

⑦　－（１） 就労移行支援
障害者支援推進課
障害福祉企画課

69

⑦　－（１） 就労定着支援
障害者支援推進課
障害福祉企画課

70

⑦　－（２） 就労継続支援Ａ型
障害者支援推進課
障害福祉企画課

71

⑦　－（２） 就労継続支援Ｂ型
障害者支援推進課
障害福祉企画課

72

⑦　－（２） 盲人ホーム運営補助 障害福祉企画課 73

⑧　－（１） スポーツ教室開催事業 障害福祉企画課 75

⑧　－（１） スポーツ大会開催事業
障害福祉企画課

葵区障害者支援課
駿河区障害者支援課

76

⑧　－（１） 障害者スポーツフェスティバル事業
障害福祉企画課

清水区障害者支援課
77

⑧　－（１） 精神障害者スポーツ交流強化事業 精神保健福祉課 78

⑧　－（１） 日中一時支援事業 障害者支援推進課 79

⑧　－（２） 地域活動支援センター 障害福祉企画課 80

⑧　－（２） 点字・声の広報等の発行 障害福祉企画課 81
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大分野１：権利擁護・理解促進
～認め合う・守る～
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがいふくしきかくか

福祉企画課

第
だい

5期
き

令和
れいわがんねんどじっせき

元年度実績 令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

新型
しんがた

コロナウイルス感染
かんせ

症
んしょう

拡大
かくだい

防止
ぼうし

のため中止
ちゅうし 実施

じっし

実施
じっし

実施
じっし

ー 80% 80% 80%

３箇所
かしょ

３箇所
かしょ

３箇所
かしょ

３箇所
かしょ

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本目標
きほんもくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

・「新
あたら

しい生活
せいかつ

様式
ようしき

」を踏
ふ

まえるだけでなく、これまで来場
らいじょう

することが難
むずか

しかった方
かた

も参加
さんか

することができる心
こころ

のバリア

フリーイベントを企画
きかく

し、実施
じっし

します。

・障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

における啓発
けいはつ

活動
かつどう

において、共生
きょうせい

社会
しゃかい

への理解
りかい

を進
すす

めるため、SDGｓアイコンを取
と

り入
い

れます。

（１）障がいの有無に関わらず権利や意思を等しく尊重すること

10. 人や国の不平等をなくそう

10.2　2030年までに、年齢、性別、障害、人種、民族、出自、宗教、あるいは経済的地位その他の状況に関わりなく、全ての人々の能
力強化及び社会的、経済的及び政治的な包含を促進する。

・イベント来場者
らいじょうしゃ

のアンケート結果
けっか

では「障
しょう

がいへの理解
りかい

が深
ふか

まった」と回答
かいとう

した人
ひと

の割合
わりあい

が高
たか

く（H29：82％、

H30:71.5％）、障
しょう

がい理解
りかい

の促進
そくしん

のための効果
こうか

がありましたが、今後
こんご

は、更
さら

に一歩
いっぽ

踏
ふ

み込
こ

み、「共生
きょうせい

社会
しゃかい

」について理
りか

解
い

してもらう必要
ひつよう

があります。

・心
こころ

のバリアフリーイベントは、令和
れいわ

元年
がんねん

度
ど

は新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

拡大
かくだい

防止
ぼうし

のため、中止
ちゅうし

となっており、「新
あたら

しい

生活
せいかつ

様式
ようしき

」のもとで、障
しょう

がいのある人
ひと

と障
しょう

がいのない人
ひと

が交流
こうりゅう

することのできるイベントを企画
きかく

する必要
ひつよう

があります。

①権利
けんり

擁護
ようご

・理解
りかい

促進
そくしん

　～認
みと

め合
あ

う・守
まも

る～

（１）障
しょう

がいへの理解
りかい

を深
ふか

める活動
かつどう

の促進
そくしん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

心
こころ

のバリアフリーイベント

事業概要
じぎょうがいよう 全

すべ

ての人々
ひとびと

がお互
たが

いの心
こころ

や身体
からだ

の個性
こせい

を大切
たいせつ

にしてコミュニケーションを取
と

り、支
ささ

え合
あ

う共
きょ

生
うせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目指
めざ

し、心
こころ

の「バリア」を取
と

り除
のぞ

くためのイベント等
とう

を行
おこな

います。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

心
こころ

のバリアフリー

イベントの実施
じっし

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

イベント参加者
さんかしゃ

アンケートの

共生
きょうせい

社会
しゃかい

への理解
りかい

が深
ふか

まった

人
ひと

の割合
わりあい

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

における

啓発
けいはつ

活動
かつどう

の実施
じっし

箇所
かしょ

数
すう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがいふくしきかくか

福祉企画課

第
だい

5期
き

令和
れいわがんねんどじっせき

元年度実績 令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

1回
かい

1回
かい

1回
かい

1回
かい

２会場
かいじょう

 各
かく

１回
かい

２会場
かいじょう

 各
かく

１回
かい

２会場
かいじょう

 各
かく

１回
かい

２会場
かいじょう

 各
かく

１回
かい

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本目標
きほんもくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・積極的
せっきょくてき

な広報
こうほう

により、事業
じぎょう

の周知
しゅうち

を行
おこな

います。

・出席
しゅっせき

しやすい会場
かいじょう

や、日程
にってい

など実施
じっし

内容
ないよう

の見直
みなお

しを行
おこな

います。

・関連
かんれん

する支援
しえん

団体
だんたい

の活動
かつどう

の周知
しゅうち

と、修了生
しゅうりょうせい

による持続的
じぞくてき

な視覚障
しかくしょう

がいのある方
かた

への支援
しえん

の啓発
けいはつ

を行
おこな

います。

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

・受講者数
じゅこうしゃすう

の伸
の

び悩
なや

みが課題
かだい

となっており、増加
ぞうか

に向
む

けた取
と

り組
く

みが必要
ひつよう

です。

・各講座
かくこうざ

において、８割
わり

以上
いじょう

の出席
しゅっせき

率
りつ

を目指
めざ

します。

・受講者
じゅこうしゃ

が、講座
こうざ

終了後
しゅうりょうご

に支援
しえん

団体
だんたい

の活動
かつどう

への参加
さんか

に繋
つな

がるような取組
とりくみ

が必要
ひつよう

です。

①権利
けんり

擁護
ようご

・理解
りかい

促進
そくしん

　～認
みと

め合
あ

う・守
まも

る～

（２）ボランティア・NPO等
とう

による活動
かつどう

の促進
そくしん

事業概要
じぎょうがいよう

視覚
しかく

障
しょう

がいのある人
ひと

を助
たす

けるボランティアを増
ふ

やすため、アイボランティア入門
にゅうもん

講座
こうざ

（視覚
しかく

障
しょう

がいへの理解
りかい

、音訳
おんやく

、ガイドヘルプなど）と、点字
てんじ

講習会
こうしゅうかい

（点字
てんじ

の

学習
がくしゅう

）を開催
かいさい

します。

事業
じぎょう

名称
めいしょう

アイボランティア入門
にゅうもん

講座
こうざ

・点字
てんじ

講習会
こうしゅうかい

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

 アイボランティア

 入門
にゅうもんこうざ

講座開催
かいさい

回数
かいすう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

点字
てんじ

講習会
こうしゅうかい

開催
かいさい

回数
かいすう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがいふくしきかくか

福祉企画課

第
だい

5期
き

令和
れいわがんねんどじっせき

元年度実績 令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

2会場
かいじょう

2会場
かいじょう

2会場
かいじょう

2会場
かいじょう

1会場
かいじょう

１会場
かいじょう

１会場
かいじょう

１会場
かいじょう

52人
にん

６0人
にん

６0人
にん

６0人
にん

4人
にん

10人
にん

10人
にん

10人
にん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本目標
きほんもくひょう

①

・基本目標
きほんもくひょう

②

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール①

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール②

・ホームページ、広報紙
こうほうし

などで奉仕員
ほうしいん

の活動
かつどう

をPRし、講座
こうざ

への参加
さんか

を呼
こ

びかけていきます。

・要約
ようやく

筆記
ひっき

者
しゃ

養成
ようせい

講座
こうざ

の広報
こうほう

掲載
けいさい

時期
じき

を早
はや

めるとともに、受講生
じゅこうせい

募集
ぼしゅう

期間
きかん

を延
の

ばします。

・県
けん

と実施
じっし

方法
ほうほう

や開催
かいさい

場所
ばしょ

について協議
きょうぎ

を行
おこな

っていきます。

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上させ、社会参加を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

10. 人や国の不平等をなくそう

（１）障がいの有無に関わらず権利や意思を等しく尊重すること

・ボランティアを養成
ようせい

し、障
しょう

がいを理解
りかい

する人
ひと

の裾野
すその

を広
ひろ

げる事業
じぎょう

であるが、受講者
じゅこうしゃ

を確保
かくほ

することが難
むずか

しく、受講者
じゅこうしゃ

数
すう

が前
ぜん

計画
けいかく

目標
もくひょう

値
ち

を下回
したまわ

っています。

・手話奉仕員養成講座
しゅわほうしいんようせいこうざ

について、平成
へいせい

26年度
ねんど

から平成
へいせい

29年度
ねんど

まで、定員
ていいん

を80名
めい

で行
おこな

ったところ、受講者
じゅこうしゃ

への目
め

が行
い

き

届
とどけ

かず、修了者
しゅうりょうしゃ

が減
へ

ってしまったため、令和元
れいわがん

年度
ねんど

に定員
ていいん

を60名
めい

に変更しました。その結果
けっか

、受講
じゅこう

者数
しゃすう

は減少
げんしょう

したもの

の、修了率
しゅうりょうりつ

は前年度
ぜんねんど

を上回
うわまわ

りました。（H31：87％／H30：67%)。

・要約筆記者養成講座
ようやくひっきしゃようせいこうざ

は、県
けん

でも同様
どうよう

の事業
じぎょう

を実施
じっし

していることから、受講生
じゅこうせい

確保
かくほ

や効率
こうりつ

の面
めん

で実施
じっし

方法
ほうほう

の改善
かいぜん

が必要
ひつよう

です。

①権利
けんり

擁護
ようご

・理解
りかい

促進
そくしん

　～認
みと

め合
あ

う・守
まも

る～

（２）ボランティア・NPO等
とう

による活動
かつどう

の促進
そくしん

事業概要
じぎょうがいよう 聴覚

ちょうかく

障
しょう

がいのある人
ひと

との交流
こうりゅう

活動
かつどう

やコミュニケーションを促進
そくしん

する手話
しゅわ

奉仕員
ほうしいん

・

要約
ようやく

筆記
ひっき

者
しゃ

を養成
ようせい

するための講座
こうざ

を開催
かいさい

します。

事業
じぎょう

名称
めいしょう

手話
しゅわ

奉仕員
ほうしいん

・要約
ようやく

筆記
ひっき

者
しゃ

養成
ようせい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

要約筆記者
ようやくひっきしゃ

養成
ようせい

講座
こうざ

受講者
じゅこうしゃ

数
すう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

手話
しゅわ

奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

講座
こうざ

開催
かいさい

回数
かいすう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

要約
ようやく

筆記
ひっき

者
しゃ

養成
ようせい

講座
こうざ

開催
かいさい

回数
かいすう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

手話
しゅわ

奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

講座
こうざ

受講者
じゅこうしゃ

数
すう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがいふくしきかくか

福祉企画課

第
だい

5期
き

令和
れいわがんねんどじっせき

元年度実績 令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

1回
かい

1回
かい

1回
かい

1回
かい

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本目標
きほんもくひょう

①

・基本目標
きほんもくひょう

②

・基本目標
きほんもくひょう

③

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・過去
かこ

3年
ねん

の受講者
じゅこうしゃ

および講師
こうし

のアンケート結果
けっか

をもとに、開催場所
かいさいばしょ

や回数
かいすう

、対象者
たいしょうしゃ

について関係団体
かんけいだんたい

と協議
きょうぎ

をしなが

ら、受講者
じゅこうしゃ

数
すう

の増加
ぞうか

に努
つと

めます。

・新型
しんがた

コロナウイルス禍
か

における「新
あたら

しい生活
せいかつ

様式
ようしき

」を意識
いしき

した運営
うんえい

を行
おこな

います。

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上させ、社会参加
を支援すること

（１）障がいの有無に関わらず権利や意思を等しく尊重すること

・平成
へいせい

30年度
ねんど

より、市民
しみん

向
む

け講習会
こうしゅうかい

を、全
ぜん

４回
かい

開催
かいさい

しており定員
ていいん

は40名
めい

です。内容
ないよう

は小学
しょうがく

４～６年生
ねんせい

を対象
たいしょう

とした手
しゅ

話教室
わきょうしつ

ですが、周知不足
しゅうちふそく

などにより参加者
さんかしゃ

が定員
ていいん

に達
たっ

していないことが課題
かだい

です。

・新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

予防
よぼう

対策
たいさく

を意識
いしき

した運営
うんえい

が必要
ひつよう

になっています。

①権利
けんり

擁護
ようご

・理解
りかい

促進
そくしん

　～認
みと

め合
あ

う・守
まも

る～

（２）ボランティア・NPO等
とう

による活動
かつどう

の促進
そくしん

事業概要
じぎょうがいよう 市民

しみん

を対象
たいしょう

とした初心者
しょしんしゃ

向
む

け手話
しゅわ

講習会
こうしゅうかい

を開催
かいさい

し、障
しょう

がいのある人
ひと

への理解
りかい

を促
そ

進
くしん

します。

事業
じぎょう

名称
めいしょう

初心者
しょしんしゃ

向
む

け手話
しゅわ

講習会
こうしゅうかい

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

講座
こうざ

開催
かいさい

回数
かいすう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

福祉
ふくし

総務課
そうむか

・障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

高齢者
こうれいしゃ

福祉
ふくし

課
か

・精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわがんねんどじっせき

元年度実績 令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

40件
けん

検討中
けんとうちゅう

検討中
けんとうちゅう

検討中
けんとうちゅう

２件
けん

検討中
けんとうちゅう

検討中
けんとうちゅう

検討中
けんとうちゅう

６件
けん

検討中
けんとうちゅう

検討中
けんとうちゅう

検討中
けんとうちゅう

対象者
たいしょうしゃ

拡大
かくだい

実施
じっし

実施
じっし

実施
じっし

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本目標
きほんもくひょう

①

・基本目標
きほんもくひょう

②

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール①

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール②

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

・今後
こんご

も、研修
けんしゅう

等
とう

により職員
しょくいん

の資質
ししつ

向上
こうじょう

に努
つと

め、適切
てきせつ

に市長
しちょう

申
もう

立
た

てや報酬
ほうしゅう

の助成
じょせい

を実施
じっし

していきます。

（１）障がいの有無に関わらず権利や意思を等しく尊重すること

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上させ、社会参加を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

10.2　2030年までに、年齢、性別、障害、人種、民族、出自、宗教、あるいは経済的地位その他の状況に関わりなく、全ての人々の
能力強化及び社会的、経済的及び政治的な包含を促進する。

10. 人や国の不平等をなくそう

・成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

を必要
ひつよう

とする市民
しみん

について適切
てきせつ

に市長
しちょう

申立
もうした

てを実施
じっし

し、制度
せいど

の利用
りよう

につなげることができて

います。

・報酬
ほうしゅう

助成
じょせい

については、令和
れいわ

元年
がんねん

度
ど

から助成
じょせい

の対象
たいしょう

を拡大
かくだい

し、市長
しちょう

申立
もうした

てに限
かぎ

らず資産
しさん

のない制度
せいど

利用者
りようしゃ

の

成年
せいねん

後見人
こうけんにん

の報酬
ほうしゅう

について助成
じょせい

を行
おこな

っています。対象
たいしょう

拡大
かくだい

により、事業
じぎょう

費
ひ

の増大
ぞうだい

が見込
みこ

まれます。

①権利
けんり

擁護
ようご

・理解
りかい

促進
そくしん

　～認
みと

め合
あ

う・守
まも

る～

（４）意思
いし

疎通
そつう

・意思
いし

決定
けってい

の支援
しえん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

利用
りよう

支援
しえん

事業
じぎょう

事業概要
じぎょうがいよう

知的障
ちてきしょう

がい、精神障
せいしんしょう

がい、認知症
にんちしょう

等
とう

により、お金
かね

や財産
ざいさん

の管理
かんり

や日常
にちじょう

生活
せいかつ

を行
おこな

う

ことが難
むずか

しい人
ひと

が、支援者
しえんしゃ

がいないことなどが理由
りゆう

で成年後見
せいねんこうけん

制度
せいど

の利用
りよう

ができ

ない場合
ばあい

に、市長
しちょう

申
もうし

立
たて

を適切
てきせつ

に行
おこな

い、制度
せいど

の利用
りよう

につなげます。また、利用
りよう

につ

ながった後
あと

に、利用者
りようしゃ

に資産
しさん

がない場合
ばあい

は、制度
せいど

を利用
りよう

するために必要
ひつよう

な成年後
せいねんこうけ

見人
んにん

への報酬
ほうしゅう

の助成
じょせい

を行
おこな

い、継続
けいぞく

して利用
りよう

できるよう支援
しえん

します。

　市長申立件数（精神）
しちょうもうしたてけんすうせいしん

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

　市長
しちょう

申立
もうしたて

件数
けんすう

（認知
にんち

）

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

　市長
しちょう

申立
もうしたて

件数
けんすう

（知的
ちてき

）

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

　報酬
ほうしゅう

助成
じょせい

の実施
じっし

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

福祉
ふくし

総務課
そうむか

・障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

精神保健福祉課
せいしんほけんふくしか

第
だい

5期
き

令和
れいわがんねんどじっせき

元年度実績 令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

第
だい

１期
き

市民
しみん

後見
こうけん

養
よう

成
せい

研修
けんしゅう

（実務
じつむ

編
へん

）

の実施
じっし

・第
だい

２期
き

市民後見
しみんこうけんに

人
ん

養成
ようせい

 研修
けんしゅう

（実務
じつむ

編
へん

）の実施
じっし

・法人
ほうじん

後見
こうけん

支援
しえん

員
いん

としての活動
かつどう

の場
ば

の提供
ていきょう

・法人
ほうじん

後見
こうけん

支援
しえん

員
いん

と

しての活動
かつどう

の場
ば

の提
てい

供
きょう

・第
だい

３期
き

市民後見人
しみんこうけんにんよ

養成研修
うせいけんしゅう

の実施
じっし

は市
しみ

民後見人
んこうけんにん

候補者
こうほしゃ

数
すう

等
とう

実績
じっせき

をもとに検討
けんとう

・法人
ほうじん

後見
こうけん

支援
しえん

員
いん

としての

活動
かつどう

の場
ば

の提供
ていきょう

０人
にん

３人
にん

６人
にん

８人
にん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本目標
きほんもくひょう

①

・基本目標
きほんもくひょう

②

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール①

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール②

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット
10.2　2030年までに、年齢、性別、障害、人種、民族、出自、宗教、あるいは経済的地位その他

の状況に関わりなく、全ての人々の能力強化及び社会的、経済的及び政治的な包含を促進する。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

市民
しみん

後見
こうけん

人
にん

養成
ようせい

研修
けんしゅう

の実施
じっし

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

家庭
かてい

裁判
さいばん

所
しょ

から市民
しみん

後見
こうけん

人
にん

として選任
せんにん

された延
の

べ人数
にんずう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

・前
ぜん

計画
けいかく

期間
きかん

では、第
だい

１期
き

市民後見人養成研修
しみんこうけんにんようせいけんしゅう

を実施
じっし

し、13名
めい

の市民後見人
しみんこうけんにん

候補者
こうほしゃ

を市
し

の名簿
めいぼ

に

登録
とうろく

しました。

・第
だい

２期
き

市民後見人養成研修
しみんこうけんにんようせいけんしゅう

を実施
じっし

します。

・市民後見人
しみんこうけんにん

候補者
こうほしゃ

に対
たい

し、市
し

社会
しゃかい

福祉
ふくし

協議会
きょうぎかい

における法人
ほうじん

後見
こうけん

支援
しえん

員
いん

としての活動
かつどう

の場
ば

を提供
ていきょう

します。

（１）障がいの有無に関わらず権利や意思を等しく尊重すること

を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

10. 人や国の不平等をなくそう

①権利
けんり

擁護
ようご

・理解
りかい

促進
そくしん

　～認
みと

め合
あ

う・守
まも

る～

（４）意思
いし

疎通
そつう

・意思
いし

決定
けってい

の支援
しえん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

法人
ほうじん

後見
こうけん

支援
しえん

事業
じぎょう

事業概要
じぎょうがいよう 市民

しみん

後見人
こうけんにん

候補者
こうほしゃ

に法人
ほうじん

後見
こうけん

支援
しえん

員
いん

としての活用
かつよう

の場
ば

を提供
ていきょう

することで、法人
ほうじん

後
こう

見
けん

の活動
かつどう

を支援
しえん

し、障
しょう

がいのある人
ひと

の権利
けんり

擁護
ようご

を図
はか

る。

11



大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

各区
かくく

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわがんねんどじっせき

元年度実績 令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

４人
にん

４人
にん

４人
にん

４人
にん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本目標
きほんもくひょう

①

・基本目標
きほんもくひょう

②

・基本目標
きほんもくひょう

③

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

（１）障がいの有無に関わらず権利や意思を等しく尊重すること

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上させ、社会参加
を支援すること

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

設置
せっち

者
しゃ

数
すう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

・聴覚
ちょうかく

に障
しょう

がいのある人
ひと

への支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

のため、平成
へいせい

27年度
ねんど

から継続
けいぞく

して各区
かくく

役所
やくしょ

と静岡
しずおか

庁
ちょ

舎
うしゃ

に専任手話通訳者
せんにんしゅわつうやくしゃ

を配置
はいち

することが出来
でき

ています。

・引
ひ

き続
つづ

き各
かく

区役所
くやくしょ

と静岡
しずおか

庁舎
ちょうしゃ

（障害
しょうがい

福祉企画課
ふくしきかくか

）への配置
はいち

を継続
けいぞく

します。

・手話
しゅわ

通訳
つうやく

者
しゃ

の活動
かつどう

環境
かんきょう

の向上
こうじょう

や事業
じぎょう

実施
じっし

において関係
かんけい

機関
きかん

と情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を継続
けいぞく

していきます。

①権利
けんり

擁護
ようご

・理解
りかい

促進
そくしん

　～認
みと

め合
あ

う・守
まも

る～

（４）意思
いし

疎通
そつう

・意思
いし

決定
けってい

の支援
しえん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

手話
しゅわ

通訳
つうやく

者
しゃ

設置
せっち

事業
じぎょう

事業概要
じぎょうがいよう 専任手話通訳者

せんにんしゅわつうやくしゃ

を市庁舎
しちょうしゃ

に配置
はいち

し、市役所
しやくしょ

に訪
おとず

れた聴覚
ちょうかく

、音声言語機能
おんせいげんごきのう

に障
しょう

がい

のある人
ひと

がスムーズにコミュニケーションができるようにします。
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがいふくしきかくか

福祉企画課

第
だい

5期
き

令和
れいわがんねんどじっせき

元年度実績 令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

100% 100% 100% 100%

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本目標
きほんもくひょう

①

・基本目標
きほんもくひょう

②

・基本目標
きほんもくひょう

③

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上させ、社会参加
を支援すること

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

・今後
こんご

も引
ひ

き続
つづ

き派遣
はけん

依頼
いらい

があったもの全
すべ

てに派遣
はけん

をしていく。

・毎年
まいとし

12月
がつ

に実施
じっし

している「障害
しょうがい

者
しゃ

週間
しゅうかん

」の広報
こうほう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

などの機会
きかい

を活用
かつよう

し、「障害者差別解消法
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

」に

おける「合理的配慮
ごうりてきはいりょ

」の考
かんが

え方
かた

を引
ひ

き続
つづ

き周知
しゅうち

していきます。

・手話通訳者
しゅわつうやくしゃ

の活動環境
かつどうかんきょう

の向上
こうじょう

や事業実施
じぎょうじっし

において関係機関
てかんけいきかん

と情報共有
じょうほうきょうゆう

を継続
けいぞく

していきます。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

申請
しんせい

に対
たい

する派遣
はけん

の割合
わりあい

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

・登録手話通訳者
とうろくしゅわつうやくしゃ

・登録要約筆記者
とうろくようやくひっきしゃ

の派遣申請
はけんしんせい

があったもの全
すべ

てに対
たい

して派遣
はけん

することができており、聴覚
ちょうかく

障
しょう

がいのある人
ひと

の社会参加
しゃかいさんか

の促進
そくしん

につながっています。

・平成
へいせい

28年
ねん

４月
がつ

の「障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

法
ほう

」施行
せこう

依頼
いらい

、会議
かいぎ

や説明
せつめい

会
かい

等
とう

における手話
しゅわ

通訳
つうやく

者
しゃ

の配置
はいち

についての認
にん

識
しき

は広
ひろ

がりつつありますが、今後
こんご

は利用者
りようしゃ

への派遣
はけん

にあわせ、同法
どうほう

の「合理的配慮
ごうりてきはいりょ

」について一層
いっそう

の周知
しゅうち

を

図
はか

る必要
ひつよう

があります。

（１）障がいの有無に関わらず権利や意思を等しく尊重すること

①権利
けんり

擁護
ようご

・理解
りかい

促進
そくしん

　～認
みと

め合
あ

う・守
まも

る～

（４）意思
いし

疎通
そつう

・医師
いし

決定
けってい

の支援
しえん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

手話
しゅわ

通訳
つうやく

者
しゃ

・要約
ようやく

筆記
ひっき

者
しゃ

派遣
はけん

事業
じぎょう

事業概要
じぎょうがいよう

聴覚
ちょうかく

、音声言語障
おんせいげんごしょう

がいのためにコミュニケーションをとることに支障
ししょう

がある人
ひと

が、スムーズにコミュニケーションを取
と

ることができるように、手話通訳者
しゅわつうやくしゃ

や要
よう

約筆記者
やくひっきしゃ

を派遣
はけん

し、会議
かいぎ

や説明会
せつめいかい

等
とう

の内容
ないよう

がわかるようにしたり、通院
つういん

するとき

や買
か

い物
もの

をするときなど、日常
にちじょう

生活
せいかつ

を支援
しえん

したりします。
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがいふくしきかくか

福祉企画課

第
だい

5期
き

令和
れいわがんねんどじっせき

元年度実績 令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

実施
じっし

実施
じっし

実施
じっし

実施
じっし

実施
じっし

実施
じっし

実施
じっし

実施
じっし

実施
じっし

実施
じっし

実施
じっし

実施
じっし

実施
じっし

実施
じっし

実施
じっし

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本目標
きほんもくひょう

①

・基本目標
きほんもくひょう

②

・基本目標
きほんもくひょう

②

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール 3. すべての人に健康と福祉を 

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

手話通訳者養成・研修事業
しゅわつうやくしゃようせい・けんしゅうじぎょう

盲ろう者向け通訳兼介助者
もう      しゃむ  つうやくけんかいじょしゃ  

養成・研修事業
ようせい・けんしゅうじぎょう

盲ろう者向け通訳兼介助者
もう      しゃむ  つうやくけんかいじょしゃ  

派遣事業
 はけんじぎょう

失語症者向け意思疎通支援
しつごしょうしゃ  む   いしそつうしえんしゃ   

者養成研修事業
ようせいけんしゅうじぎょう

・手話通訳者養成
しゅわつうやくしゃようせい

・研修事業
けんしゅうじぎょう

、盲
もう

ろう者
しゃ

向
む

け通訳兼介助者養成・研修事業
つうやくけんかいじょしゃようせいけんしゅうじぎょう

、盲
もう

ろう者
しゃ

向
む

け通訳兼介助者派遣事業
つうやくけんかいじょしゃはけんじぎょう

、失語
しつごしょ

症者向け意思疎通支援者養成研修事業
うしゃむけいしそつうしえんしゃようせいけんしゅうじぎょう

について、静岡県、浜松市
しずおかけん、はままつし

と三者
さんしゃ

で前
ぜん

計画
けいかく

の目標
もくひょう

のとおり共同
きょうどう

実施
じっし

することが出
でき

来ています。

・今後
こんご

も、障
しょう

がいのある人
ひと

のニーズへの対応
たいおう

が可能
かのう

となるように、静岡県
 しずおかけん

、浜松市
はままつし

と三者
さんしゃ

で情報
じょうほう

共有
きょうゆう

しながら実施
じっし

して

いきます。

（１）障がいの有無に関わらず権利や意思を等しく尊重すること

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上させ、社会参加
を支援すること

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

①権利
けんり

擁護
ようご

・理解
りかい

促進
そくしん

　～認
みと

め合
あ

う・守
まも

る～

（４）意思
いし

疎通
そつう

・意思
いし

決定
けってい

の支援
しえん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

専門性
せんもんせい

の高
たか

い意思
いし

疎通
そつう

支援
しえん

事業
じぎょう

事業概要
じぎょうがいよう

専門性
せんもんせい

の高
たか

い技術
ぎじゅつ

を必要
ひつよう

とする手話
しゅわ

通訳
つうやく

者
しゃ

の養成
ようせい

、盲
もう

ろう者
しゃ

向
む

け通訳兼介助者
つうやくけんかいじょしゃ

の

養成
ようせい

、盲
もう

ろう者
しゃ

向
む

け通訳
つうやく

兼
けん

介助者
かいじょしゃ

の派遣
はけん

、失語症
しつごしょう

者
しゃ

向
む

けの意思
いし

疎通
そつう

支援
しえん

者
しゃ

の養成
ようせい

を実施
じっし

します。
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがいふくしきかくか

福祉企画課

精神保健福祉課
せいしんほけんふくしか

第
だい

5期
き

令和
れいわがんねんどじっせき

元年度実績 令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

１１箇所
かしょ

１１箇所
かしょ

１１箇所
かしょ

１１箇所
かしょ

５箇所
かしょ

５箇所
かしょ

５箇所
かしょ

５箇所
かしょ

０回
かい

※新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の

ため中止
ちゅうし

。H30は２回
かい

開催
かいさい

２回
かい

２回
かい

２回
かい

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本目標
きほんもくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール①

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール②

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

センター数
すう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

法
ほう

制度
せいど

周知
しゅうち

のための研修
けんしゅう

等
とう

の開催
かいさい

回数
かいすう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

・虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

センター、虐待
ぎゃくたい

一時
いちじ

保護
ほご

協定
きょうてい

施設
しせつ

の適正
てきせい

な運営
うんえい

の継続
けいぞく

が必要
ひつよう

です。

・迅速
じんそく

・適切
てきせつ

な対応
たいおう

を行
おこな

うために、虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

マニュアルの改訂
かいてい

が必要
ひつよう

です。

①権利
けんり

擁護
ようご

・理解
りかい

促進
そくしん

　～認
みと

め合
あ

う・守
まも

る～

（５）虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

事業
じぎょう

名称
めいしょう

障害者
しょうがいしゃぎゃくたいぼうしたいさくしえんじぎょう

虐待防止対策支援事業

事業概要
じぎょうがいよう

障
しょう

がいのある人
ひと

への虐待
ぎゃくたい

を未然
みぜん

に防
ふせ

いだり、早期
そうき

に発見
はっけん

したり、迅速
じんそく

に対応
たいおう

し、

その後
あと

の適切
てきせつ

な支援
しえん

に繋
つな

いだりするために、地域
ちいき

の関係
かんけい

機関
きかん

や、地域
ちいき

住民
じゅうみん

の方
かた

等
とう

の支援
しえん

体制
たいせい

を強化
きょうか

したり、協力
きょうりょく

する体制
たいせい

を整備
せいび

します。

3. すべての人に健康と福祉を 

16. 平和と公正をすべての人に

 虐待
ぎゃくたい

一時
いちじ

保護
ほご

協定
きょうてい

施設
しせつ

数
すう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

・虐待の通報があった際に
ぎゃくたい つうほう     さい

、迅速
じんそく

な対応
たいおう

がとれるよう、行政
ぎょうせい

、虐待防止
ぎゃくたいぼうし

センター、虐待一時保護協定施
ぎゃくたいいちじほごきょうていしせつ

設、その他
ほか

関係機関等
かんけいきかんとう

の連携体制
れんけいたいせい

を強化
きょうか

していくために、「自立支援
じりつしえん

協議会
きょうぎかい

　虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

部会
ぶかい

」にて支援
しえん

体
たい

制
せい

について検討
けんとう

を行
おこな

います。

16.1　あらゆる場所において、全ての形態の暴力及び暴力に関連する死亡率を大幅に減
少させる。

（１）障がいの有無に関わらず権利や意思を等しく尊重すること
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大分野２：地域生活支援
～支え合う～
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがいふくしきかくか

福祉企画課

第
だい

5期
き

令和
れいわがんねんどじっせき

元年度実績 令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

設置
せっち

設置
せっち

設置
せっち

設置
せっち

２回
かい

２回
かい

２回
かい

２回
かい

２人
にん

２人
にん

２人
にん

２人
にん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・障
しょう

がいのある人
ひと

が地域
ちいき

で暮
く

らすため、通所
つうしょ

、短期
たんき

入所
にゅうしょ

、ヘルパー事業
じぎょう

等
とう

在宅
ざいたく

サービスの人材
じんざい

養成
ようせい

や事業
じぎょうしょ

所間
かん

の連携
れんけい

を進
すす

める必要
ひつよう

があります。

・各関係
かくかんけい

機関
きかん

において、コーディネーターの役割
やくわり

の認識
にんしき

や拠点
きょてん

の面的
めんてき

整備
せいび

における当事者
とうじしゃ

意識
いしき

が十分
じゅうぶん

でな

いという課題
かだい

があります。

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

事業
じぎょう

名称
めいしょう

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう

の整備
せいび

事業概要
じぎょうがいよう

障
しょう

がいのある人
ひと

が住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らしていくことができるよう、

様々
さまざま

な支援
しえん

を切
き

れ目
め

なく提供
ていきょう

するため、５つの機能
きのう

（「相談
そうだん

」、「緊急
きんきゅう

時
じ

の受
うけ

入
いれ

・対応
たいおう

」、「体験
たいけん

の機会
きかい

」、「専門性
せんもんせい

」、「地域
ちいき

の体制
たいせい

作
づく

り」）を持
も

つネッ

トワークを構築
こうちく

します。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

設置
せっち

移行
いこう

・運用
うんよう

状況
じょうきょう

の

検証
けんしょう

・検討
けんとう

回数
かいすう

／年
ねん

コーディネーター配置
はいち

人数
にんずう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

・「専門的
せんもんてき

」機能
きのう

として、強度
きょうど

行動
こうどう

障
しょう

がい児
じ

者
しゃ

や医療的
いりょうてき

ケア児
じ

などに対
たい

する専門的
せんもんてき

な支援
しえん

を行
おこな

うことので

きる人材
じんざい

育成
いくせい

を強化
きょうか

していきます。

・短期
たんき

入所
にゅうしょ

の受入
うけいれ

を行
おこな

う事業
じぎょう

所
しょ

において、緊急
きんきゅう

受入
うけいれ

の好
こう

事例
じれい

の共有
きょうゆう

や体験
たいけん

利用
りよう

の促進
そくしん

により、緊急
きんきゅう

受入
うけいれ

に

対応
たいおう

できる事業所
じぎょうしょ

数
すう

を増加
ぞうか

させていきます。

・各関係
かくかんけい

機関
きかん

へ地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

ネットワークとコーディネーターに関
かん

する周知
しゅうち

、協力
きょうりょく

依頼
いらい

を行
おこな

います。

3-(1)拠点の整備箇所数

3-(2)移行運用状況の検証・検討

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 
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②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

担当課
たんとうか

精神
せいしん

保健福祉
ほけんふくし

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわがんねんどじっせき

元年度実績 令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

設置
せっち

済
ず

み 設置
せっち

済
ず

み 設置
せっち

済
ず

み 設置
せっち

済
ず

み

2回
かい

２回
かい

２回
かい

２回
かい

保健
ほけん

０人
にん

０人
にん

０人
にん

０人
にん

医療
いりょう

（精神
せいしん

科
か

） ４人
にん

４人
にん

４人
にん

４人
にん

医療
いりょう

（精神
せいしん

科
か

以外
いがい

） ０人
にん

０人
にん

０人
にん

１人
にん

福祉
ふくし

５人
にん

５人
にん

５人
にん

５人
にん

介護
かいご

１人
にん

１人
にん

１人
にん

１人
にん

当事者
とうじしゃ

１人
にん

１人
にん

１人
にん

１人
にん

家族
かぞく

１人
にん

１人
にん

１人
にん

１人
にん

その他
た

（内容
ないよう

：法律
ほうりつ

家
いえ

） １人
にん

１人
にん

１人
にん

１人
にん

その他
た

（内容
ないよう

：行政
ぎょうせい

機関
きかん

） ２人
にん

２人
にん

２人
にん

２人
にん

２回
かい

２回
かい

２回
かい

２回
かい

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

保健
ほけん

、医療
いりょう

及
およ

び福祉
ふくし

関係
かんけい

者
しゃ

によ

る協議
きょうぎ

の場
ば

における目標
もくひょう

設定
せってい

及
およ

び評価
ひょうか

の実施
じっし

回数
かいすう

大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

事業
じぎょう

名称
めいしょう

精神
せいしん

障
しょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

事業
じぎょう

事業概要
じぎょうがいよう

精神
せいしん

障
しょう

がいのある人
ひと

が、地域
ちいき

の一員
いちいん

として安心
あんしん

して自分
じぶん

らしい暮
く

らしをする

ことができるよう、保健
ほけん

、医療
いりょう

及
およ

び福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

等
とう

による包括的
ほうかつてき

な支援
しえん

体制
たいせい

の

構築
こうちく

を図
はか

ります。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

保健
ほけん

、医療
いりょう

及
およ

び福祉
ふくし

関係
かんけい

者
しゃ

によ

る協議
きょうぎ

の場
ば

の設置
せっち

保健
ほけん

、医療
いりょう

及
およ

び福祉
ふくし

関係
かんけい

者
しゃ

によ

る協議
きょうぎ

の場
ば

の開催
かいさい

回数
かいすう

保健
ほけん

、医療
いりょう

及
およ

び福祉
ふくし

関
かん

係
けい

者
しゃ

による

協議
きょうぎ

の場
ば

へ

の関係者
かんけいしゃ

の

参加
さんか

者
しゃ

数
すう

・入院
にゅういん

後
ご

の退院
たいいん

率
りつ

については高
たか

い水準
すいじゅん

で推移
すいい

していますが、長期
ちょうき

入院
にゅういん

患者
かんじゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定着
ていちゃく

を推進
すいしん

して

いくため、必要
ひつよう

な体制
たいせい

整備
せいび

について引
ひ

き続
つづ

き関係
かんけい

機関
きかん

との協議
きょうぎ

が必要
ひつよう

です。

・地域
ちいき

移行
いこう

の推進
すいしん

に係
かか

る課題
かだい

や手法
しゅほう

など官民
かんみん

協働
きょうどう

で協議
きょうぎ

を行
おこな

い、医療
いりょう

と福祉
ふくし

、行政
ぎょうせい

が連携
れんけい

した地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

に取
と

り組
く

んでいきます。
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　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

2-(5)精神科病床における1年以上長期入院者数

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3.4　2030年までに、非感染性疾患による若年死亡率を、予防や治療を通じて３分の１減少さ
せ、精神保健及び福祉を促進する。

3. すべての人に健康と福祉を 

２－(1)退院後１年以内の地域における平均生活日数

２－(2)入院後３か月以内に退院できる人の割合

２－(3)入院後６か月以内に退院できる人の割合　

２－(4)入院後１年以内に退院できる人の割合
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

　他
ほか

第
だい

5期
き

令和
れいわがんねんどじっせき

元年度実績 令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

０人
にん

１人
にん

１人
にん

１人
にん

８人
にん

８人
にん

８人
にん

８人
にん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

初任者
しょにんしゃ

研修
けんしゅう

の

市職員
ししょくいん

参加
さんか

人数
にんずう

障害
しょうがい

支援
しえん

に区分
くぶん

認定
にんてい

調査
ちょうさ

員
いん

研
けん

修
しゅう

の市職員
ししょくいん

参加
さんか

人数
にんずう

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

事業
じぎょう

名称
めいしょう

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

に係
かか

る各種
かくしゅ

研修
けんしゅう

の活用
かつよう

による職員
しょくいん

の人材
じんざい

育成
いくせい

事業概要
じぎょうがいよう 静岡

しずおか

県
けん

が実施
じっし

する研修
けんしゅう

に、市
し

職員
しょくいん

が参加
さんか

することで、専門
せんもん

知識
ちしき

を持
も

つ市
し

職員
しょくいん

を増
ふ

やしていきま

す。

・障害支援に区分認定調査員研修
しょうがいしえんにくぶんにんていちょうさいんけんしゅう

に加
くわ

え、相談支援従事者初任者研修
そうだんしえんじゅうじしゃしょにんしゃけんしゅう

についても、市
し

職員
しょくいん

の参加
さんか

を行
おこな

います。

7　サービスの質の向上を図るための取組に係る体制を構築

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

・障害支援に区分認定調査員研修
しょうがいしえんにくぶんにんていちょうさいんけんしゅう

には、毎年
まいとし

市職員
ししょくいん

が参加
さんか

していますが、相談支援従事者初任者研修
そうだんしえんじゅうじしゃしょにんしゃけんしゅう

に

は、現在
げんざい

市
し

職員
しょくいん

からの参加
さんか

者
しゃ

はいません。

・いろいろな分野
ぶんや

にまたがる関連
かんれん

事業
じぎょう

について、職員
しょくいん

の知識
ちしき

が縦割
たてわ

り的
てき

になってしまうことが課題
かだい

で

す。
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわがんねんどじっせき

元年度実績 令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

0回
かい

1回
かい

1回
かい

1回
かい

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

事業
じぎょう

名称
めいしょう

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

指導
しどう

監査
かんさ

実施
じっし

事業
じぎょう

事業概要
じぎょうがいよう 指定

してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

の適切
てきせつ

な運営
うんえい

の実現
じつげん

を図
はか

るため、指導
しどう

監査
かんさ

を行
おこな

い、その結
けっ

果
か

について、静岡県
しずおかけん

や浜松市
はままつし

と共有
きょうゆう

するための連絡
れんらく

会
かい

を開催
かいさい

します。

7　サービスの質の向上を図るための取組に係る体制を構築

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

県
けん

・２政令市
せいれいし

による

情報
じょうほう

共有
きょうゆう

実施
じっし

回数
かいすう

／年
ねん

・静岡県
しずおかけん

、浜松市
はままつし

、静岡市
しずおかし

の３者
しゃ

により、年
ねん

に２回
かい

、連絡
れんらく

会
かい

を開催
かいさい

しています。

・事業者
じぎょうしゃ

の指定
してい

と指導
しどう

について、課題
かだい

や解決策
かいけつさく

などの情報
じょうほう

交換
こうかん

を行
おこな

っています。

・それぞれの指導
しどう

監査
かんさ

結果
けっか

の状況
じょうきょう

については、共有
きょうゆう

できていないことが課題
かだい

です。

・これまで行
おこな

ってきた情報
じょうほう

交換
こうかん

に加
くわ

え、それぞれの指導
しどう

監査
かんさ

結果
けっか

についても情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を

行
おこな

うために、必要
ひつよう

な連絡
れんらく

・調整
ちょうせい

を行
おこな

っていきます。
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがいふくしきかくか

福祉企画課

第
だい

5期
き

令和
れいわがんねんどじっせき

元年度実績 令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

10箇所
かしょ

１0箇所
かしょ

１0箇所
かしょ

10箇所
かしょ

１箇所
かしょ

１箇所
かしょ

１箇所
かしょ

１箇所
かしょ

159件
けん

160件
けん

184件
けん

208件
けん

37件
けん

36件
けん

39件
けん

42件
けん

57件 65件 76件 89件

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（1）相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

事業概要
じぎょうがいよう

障
しょう

がいのある人
ひと

が、障
しょう

がいの種類
しゅるい

に関
かか

わらず、持
も

っている能力
のうりょく

や適性
てきせい

にあわせて、自立
じりつ

し

た日常生活
にちじょうせいかつ

や社会生活
しゃかいせいかつ

を送
おく

ることができるよう、障
しょう

がいのある人やその関係者
かんけいしゃ

からの相談
そうだん

に応
おう

じて必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を提供
ていきょう

したり、助言
じょげん

をしたりして支援
しえん

を行
おこな

います。また、関係
かんけい

機関
きかん

と

の連絡
れんらく

調整
ちょうせい

や、地域
ちいき

連携
れんけい

システム（ネットワーク）を構築
こうちく

するための会議
かいぎ

を開催
かいさい

します。

3. すべての人に健康と福祉を 

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

委託
いたく

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

所
しょ

設置
せっち

箇所
かしょ

数
すう

 基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター

設置
せっち

箇所
かしょ

数
すう

地域
ちいき

の相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

者
しゃ

に対
たい

す

る訪問
ほうもん

等
とう

による専門的
せんもんてき

な

指導
しどう

・助言
じょげん

件数
けんすう

地域
ちいき

の相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

者
しゃ

の人材
じんざい

育成
いくせい

のために行
おこな

う支援
しえん

件数
けんすう

地域
ちいき

の相談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

との連携
れんけい

強化
きょうか

の取組
とりくみ

実施
じっし

回数
かいすう

・解決
かいけつ

が難
むずか

しい事例
じれい

についての相談
そうだん

が年々
ねんねん

増加
ぞうか

している上
うえ

に、緊急時
きんきゅうじ

の対応
たいおう

や深夜
しんや

、早朝
そうちょう

など時間
じかん

に関係
かんけい

なく支援
しえん

を行
おこな

うことも必要
ひつよう

となっており、業務
ぎょうむ

量
りょう

と報酬
ほうしゅう

が見合
みあ

っていないことと人員
じんいん

不足
ふそく

が顕著
けんちょ

になっています。

・8050問題
もんだい

に係
かか

る相談
そうだん

、家庭
かてい

での生活
せいかつ

が困難
こんなん

であるが入所
にゅうしょ

施設
しせつ

等
とう

の福祉
ふくし

サービスの対応
たいおう

も困難
こんなん

な相談
そうだん

、触法
しょくほう

障
しょう

がい者
しゃ

を中心
ちゅうしん

に金銭的
きんせんてき

なトラブルに関
かん

する相談
そうだん

が増加
ぞうか

しています。

・現在
げんざい

の相談
そうだん

支援
しえん

業務
ぎょうむ

内容
ないよう

を精査
せいさ

し、真
しん

に必要
ひつよう

な部分
ぶぶん

に重点的
じゅうてんてき

に取
と

り組
く

んでもらうための検討
けんとう

を行
おこな

います。

・各
かく

委託
いたく

相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

の配置
はいち

や業務
ぎょうむ

内容
ないよう

の見直
みなお

しについて検討
けんとう

します。

・地域
ちいき

包括
ほうかつ

支援
しえん

センターと連携
れんけい

し、8050問題
もんだい

に協働
きょうどう

で取
と

り組
く

むための体制
たいせい

整備
せいび

を行
おこな

います。

6　相談支援体制の充実・強化等に向けた取組の実施体制を確保

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがいふくしきかくか

福祉企画課

第
だい

5期
き

令和
れいわがんねんどじっせき

元年度実績 令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

１回
かい

１回
かい

１回
かい

１回
かい

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】 －

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（1）相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

地域
ちいき

協議会
きょうぎかい

の運営
うんえい

事業概要
じぎょうがいよう

発達
はっ たつ

障
しょう

がいのある障
しょう

がい児
じ

者
しゃ

へのライフステージに応
おう

じた一貫
いっ かん

した支援
し え ん

体制
たい せい

を整備
せ い び

するた

め、医療
いり ょう

、保健
ほ け ん

、福祉
ふ く し

、教育
きょういく

、労働
ろう どう

等
とう

の関係者
かん けいしゃ

が連携
れん けい

の緊密化
き ん み つ か

を図
はか

り、体制
たい せい

の整備
せ い び

につい

て協議
きょ うぎ

を行
おこな

う。また、発達障害者
はったつしょうがいしゃ

支援
し え ん

センターの活動
かつ どう

状況
じょうきょう

について検証
けんしょう

を行
おこな

う。

6相談支援体制の充実・強化等に向けた取組の実施体制を確保

（１）障がいの有無に関わらず権利や意思を等しく尊重すること

3. すべての人に健康と福祉を 

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

開催
かいさい

回数
かいすう

静岡市発達障害者支援
しずおかしはったつしょうがいしゃしえん

センターの活動
かつどう

状況
じょうきょう

が検証
けんしょう

されることににより支援
しえん

体制
たいせい

がブラッシュアップされて

いる。令和
れいわ

２年度
ねんど

は「すくすくファイル」と「サポートファイル」の改訂
かいてい

を軸
じく

に教育
きょういく

と福祉
ふくし

の連携
れんけい

につい

て協議
きょうぎ

された。今後
こんご

も幼児期
ようじき

から成人期
せいじんき

までの切
き

れ目
め

のない支援体制
しえんたいせい

について協議
きょうぎ

を重
かさ

ねていく。

静岡市
し ず お か し

発達障害者支援
は っ た つ し ょ う が い し ゃ し え ん

センターの活動
か つ ど う

状況
じょうきょう

について、「静岡市発達障害者支援地域協議会」
し ず お か し は っ た つ し ょ う が い し ゃ し え ん ち い き き ょ う ぎ か い

が検証
けんしょう

する。

特別
と く べ つ

支援
し え ん

連携
れ ん け い

協議会
き ょ う ぎ か い

と連携
れ ん け い

し、教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の連携
れ ん け い

について検討
け ん と う

する。
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがいふくしきかくか

福祉企画課

第
だい

5期
き

令和
れいわがんねんどじっせき

元年度実績 令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

2,932件
けん

2,764件
けん

2,684件
けん

2,606件
けん

173件
けん

184件
けん

197件
けん

210件
けん

164回
かい

205回
かい

213回
かい

221回
かい

321人
にん

321人
にん

321人
にん

321人
にん

79人
にん

85人
にん

88人
にん

91人
にん

15人
にん

15人
にん

15人
にん

15人
にん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

ペアレントトレーニングや

ペアレントプログラム等
とう

の

受講者
じゅこうしゃ

数
すう

【新
しん

】

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（1）相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センターの運営
うんえい

事業概要
じぎょうがいよう

発達
はったつ

障
しょう

がいのある障
しょう

がい児
じ

者
しゃ

やその家族
かぞく

からの相談
そうだん

に応
おう

じて、指導
しどう

や助言
じょげん

を行
おこな

っ

たり、関係機関
かんけいきかん

と連携
れんけい

して支援
しえん

を行
おこな

ったりする「発達障害者支援
はったつしょうがいしゃしえん

センター」を運
うん

営
えい

します。また、発達
はったつ

障
しょう

がいへの理解
りかい

促進
そくしん

や関係機関
かんけいきかん

へのコンサルテーション

（助言
じょげん

）を行
おこな

うことで、地域
ちいき

の支援
しえん

力
りょく

の向上
こうじょう

や緊密
きんみつ

な連携
れんけい

による支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

を目指
めざ

します。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

相談
そうだん

件数
けんすう

（延
の

べ）

 関係
かんけい

機関
きかん

コンサルーション

（助言
じょげん

）件数
けんすう

  市民
しみん

及
およ

び外部
がいぶ

機関
きかん

 向
む

け講座
こうざ

開催
かいさい

3. すべての人に健康と福祉を 

ペアレントメンターの人数
にんずう

【新
しん

】

ピアサポートの活動
かつどう

への

参加
さんか

人数
にんずう

【新
（しん

】

・相談
そうだん

業務
ぎょうむ

の対象
たいしょう

が個人
こじん

から支援
しえん

者
しゃ

に変
か

わってきており、支援
しえん

者
しゃ

の養成
ようせい

によりセンターの相談
そうだん

に結
むす

び付
つ

く前
まえ

に課題
かだい

が解
かい

消
しょう

されることが増
ふ

えています。

・問題
もんだい

が複雑化
ふくざつか

している相談
そうだん

が増
ふ

え、１件
けん

あたりの電話
でんわ

対応
たいおう

に係
かか

る時間
じかん

が長
なが

くなっています。

・発達
はったつ

障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する総合的
そうごうてき

な支援
しえん

を行
おこな

う拠点
きょてん

として、子
こ

どもから成人
せいじん

までライフステージにあわせて、関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

を強化
きょうか

していきます。

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

4,265人
にん

4,525人
にん

4,661人
にん

4,801人
にん

71人
にん

117人
にん

120人
にん

124人
にん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（1）相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

事業概要
じぎょうがいよう

障害福祉
しょうがいふくし

サービスや地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

を利用
りよう

する全
すべ

ての障
しょう

がいのある人
ひと

を対象
たいしょう

に、サービスを

利用
りよう

するときに必要
ひつよう

な「サービス等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

」を策定
さくてい

したり、サービス等
とう

の利用
りよう

状況
じょうきょう

を検
け

証
んしょう

したり、計画
けいかく

の見直
みなお

しや、サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

との連絡
れんらく

や調整
ちょうせい

を行
おこな

います。

3. すべての人に健康と福祉を 

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

数
すう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

・障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスを利用
りよう

する人
ひと

が増
ふ

え、支給
しきゅう

決定
けってい

者
しゃ

数
すう

が増加
ぞうか

していることから、計画
けいかく

相談
そうだん

の利
り

用
よう

者
しゃ

数
すう

は大幅
おおはば

に増加
ぞうか

傾向
けいこう

にあります。それに伴
ともな

い、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の人材確保
じんざいかくほ

が課題
かだい

となってい

ます。

・障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援
しえん

協議会
きょうぎかい

の相談
そうだん

支援
しえん

部会
ぶかい

を中心
ちゅうしん

に、対応
たいおう

策
さく

について協議
きょうぎ

します。

・相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

所
しょ

の新規
しんき

開設
かいせつ

を希望
きぼう

する事業者
じぎょうしゃ

等
とう

の相談
そうだん

に積極的
せっきょくてき

に応
おう

じるなど、新規
しんき

開設
かいせつ

に向
む

け

た対応
たいおう

を継続
けいぞく

していきます。

6　相談支援体制の充実・強化等に向けた取組の実施体制を確保

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

1,756人
ニン

2,613人
にん

3,188人
にん

3,889人
にん

52人
ニン

67人
にん

82人
にん

100人
にん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

数
すう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（1）相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

障害
しょうがい

児
じ

相談
そうだん

支援
しえん

事業概要
じぎょうがいよう

サービスを利用
りよう

する児童
じどう

の心
こころ

と身体
からだ

の状況
じょうきょう

や、その他
た

の事情
じじょう

を踏
ふ

まえて、利用
りよう

す

る障害
しょうがい

児
じ

通所
つうしょ

支援
しえん

の種類
しゅるい

や内容
ないよう

等
とう

を記載
きさい

した「障害
しょうがい

児
じ

支援
しえん

利用
りよう

計画
けいかく

」の作成
さくせい

や、

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

との連絡
れんらく

調整
ちょうせい

を行
おこな

います。また、モニタリング期間
きかん

ごとに「障
しょ

害
うがい

児
じ

支援
しえん

利用
りよう

計画
けいかく

」の評価
ひょうか

を行
おこな

います。

・障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援
しえん

協議会
きょうぎかい

の相談
そうだん

支援
しえん

部会
ぶかい

を中心
ちゅうしん

に、対応
たいおう

策
さく

について協議
きょうぎ

します。

・相談支援事業所
そうだんしえんじぎょうしょ

の新規開設
しんきかいせつ

を希望
きぼう

する事業者等
じぎょうしゃとう

の相談
そうだん

に積極的
せっきょくてき

に応
おう

じるなど、新規開設
しんきかいせつ

に向
  む

け

た対応
たいおう

を継続
けいぞく

します。

6　相談支援体制の充実・強化等に向けた取組の実施体制を確保

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

・障害
しょうがい

児
じ

通所
つうしょ

サービスや障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスを利用
りよう

する人
ひと

が増
ふ

え、支給
しきゅう

決定
けってい

者
しゃ

数
すう

が増加
ぞうか

しているこ

とから、計画
けいかく

相談
そうだん

の利用者数
りようしゃすう

は大幅
おおはば

に増加
ぞうか

傾向
けいこう

にあります。それに伴
ともな

い、相談支援専門員
そうだんしえんせんもんいん   じんざいかくほ   かだい

の人材
じんざいか

確保
くほ

が課題
かだい

となっています。
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

573人
にん

570人
にん

567人
にん

565人
にん

8箇所
かしょ

8箇所
かしょ

8箇所
かしょ

8箇所
かしょ

501人
にん

501人
にん

501人
にん

501人
にん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

①

・成果
せいか

指標
しひょう

②

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

 定員
ていいん

数
すう

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

 事業
じぎょう

所
しょ

数
すう

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（2）地域
ちいき

移行
いこう

を推進
すいしん

するための支援
しえん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

事業概要
じぎょうがいよう

介護
かいご

が必要
ひつよう

な人
ひと

や、施設
しせつ

への通所
つうしょ

が困難
こんなん

な人
ひと

で、生活
せいかつ

介護
かいご

や自立
じりつ

訓練
くんれん

、就労
しゅうろう

移
いこ

行
う

支援
しえん

のサービスを利用
りよう

している人
ひと

に対
たい

し、居住
きょじゅう

の場
ば

を提供
ていきょう

し、夜間
やかん

における

日常
にちじょう

生活
せいかつ

上
じょう

の支援
しえん

を行
おこな

います。

・グループホームなどの入所
にゅうしょ

施設
しせつ

以外
いがい

の選択肢
せんたくし

を活用
かつよう

を検討
けんとう

するなどして、特
とく

に重度
じゅうど

の障がいのある人
ひと

な

ど、本当
ほんとう

にサービスが必要
ひつよう

な人
ひと

が待機
たいき

することなく施設
しせつ

に入所
にゅうしょ

することが出来
でき

るような体制
たいせい

を進
すす

めていき

ます。

・多
おお

くの重度
じゅうど

の障
しょう

がいのある人
ひと

の生活
せいかつ

の場
ば

である入所施設
にゅうしょしせつ

について、新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

や災害
さいがい

時
じ

の対策
たいさく

など、必要
ひつよう

な支援
しえん

を行
おこな

っていきます。

１－(2)入所施設を利用する人の減少数

3. すべての人に健康と福祉を 

１－(1)入所施設から地域での生活に移行する人数

・市内
しない

事業所
じぎょうしょ

全体
ぜんたい

の定員数
ていいんすう

に対
たい

して、多
おお

くの施設
しせつ

でほぼ満床
まんしょう

の状態
じょうたい

が続
つづ

いています。住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

での

生活
せいかつ

を支援
しえん

していくという本
ほん

計画
けいかく

の基本
きほん

目標
もくひょう

を踏
ふ

まえ、新
あら

たな入所施設
にゅうしょしせつ

の開設
かいせつ

や増床
ぞうしょう

以外
いがい

の方法
ほうほう

で は、多
おお

くの入所待機者
にゅうしょたいきしゃ

がいる現状
げんじょう

を改善
かいぜん

していく必要
ひつよう

があります。
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

１人
にん

1人
にん

1人
にん

1人
にん

１人
にん

１人
にん

１人
にん

１人
にん

8箇所
かしょ

７箇所
かしょ

７箇所
かしょ

７箇所
かしょ

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（2）地域
ちいき

移行
いこう

を推進
すいしん

するための支援
しえん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

事業概要
じぎょうがいよう

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

や児童
じどう

福祉
ふくし

施設
しせつ

の入所者
にゅうしょしゃ

や、精神科
せいしんか

病院
びょういん

に入院
にゅういん

している人
ひと

等
とう

を対
たい

象
しょう

として、住
す

まいを確保
かくほ

することや、地域
ちいき

での生活
せいかつ

に移行
いこう

するための相談
そうだん

などを

行
おこな

います。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

 事業
じぎょう

所
しょ

数
すう

うち精神
せいしん

障
しょう

がい者
しゃ

数
すう

・現在
げんざい

は支給
しきゅう

決定
けってい

者
しゃ

数
すう

が少
すく

なく、利用
りよう

者
しゃ

数
すう

も横
よこ

ばいで推移
すいい

しています。サービス利用
りよう

の

実態等
じったいとう

を把握
はあく

する必要
ひつよう

があります。

・適正
てきせい

なサービス提供
ていきょう

ができるよう、引き続き
ひ   つづ 

サービス利用
りよう

の実態把握
じったいはあく

に努
つと

めていきま

す。

１－(1)入所施設から地域での生活に移行する人数

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

6人
にん

5人
にん

5人
にん

5人
にん

２人
にん

２人
にん

２人
にん

２人
にん

9箇所
かしょ

８箇所
かしょ

８箇所
かしょ

８箇所
かしょ

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

①

・成果
せいか

指標
しひょう

②

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

うち精神
せいしん

障
しょう

がい者
しゃ

数
すう

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

 事業
じぎょう

所
しょ

数
すう

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（2）地域
ちいき

移行
いこう

を推進
すいしん

するための支援
しえん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

事業概要
じぎょうがいよう

居宅
きょたく

において単身
たんしん

で生活
せいかつ

している障
しょう

がいのある人
ひと

や、家庭
かてい

の状況等
じょうきょうとう

により同居
どうきょ

している家
かぞ

族
く

による支援
しえん

を受
う

けられない障
しょう

がいのある人
ひと

を対象
たいしょう

として、常時
じょうじ

の連絡体制
れんらくたいせい

を確保
かくほ

するこ

とで、障
しょう

がいの特性
とくせい

が原因
げんいん

して生じ
 しょう

る緊急
きんきゅう

の事態等
じたいとう

に対
たい

する相談
そうだん

や支援
しえん

を行
   おこな

います。

・適正
てきせい

なサービス提供
ていきょう

ができるよう、引き続き
ひ   つづ 

サービス利用
りよう

の実態把握
じったいはあく

に努
つと

める。

１－(1)入所施設から地域での生活に移行する人数

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

・支給
しきゅう

決定
けってい

に対
たい

する利用率
りようりつ

は100％であるものの、地域移行者
ちいきいこうしゃ

が生活
せいかつ

するためのフォロー（相
そう

談・連絡
だん・れんらく

）体制
たいせい

の構築
こうちく

は、特定相談
とくていそうだん

、委託相談事業
いたくそうだんじぎょう

で対応
たいおう

することが多
おお

く、地域定着
ちいきていちゃく

支援
しえん

のサー

ビス利用
りよう

につながるケースは少
すく

ないため、今後
こんご

の利用
りよう

者
しゃ

数
すう

の減少
げんしょう

が想定
そうてい

されます。
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

－

0箇所
かしょ

１箇所
かしょ

２箇所
かしょ

３箇所
かしょ

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・平成
へいせい

30年度
ねんど

に新設
しんせつ

されたサービスであり、障
しょう

がいのある人
ひと

の一人
ひとり

暮
ぐ

らしを支
ささ

え、障
しょう

がいのある

人
ひと

の地域
ちいき

での生活
せいかつ

を支援
しえん

するためのサービスですが、現在
げんざい

、本市
ほんし

では利用
りよう

実績
じっせき

がないことが課題
かだい

です。

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（2）地域
ちいき

移行
いこう

を推進
すいしん

するための支援
しえん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

自立
じりつ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

事業概要
じぎょうがいよう 入所

にゅうしょ

施設
しせつ

やグループホームから出
で

て、一人
ひとり

暮
ぐ

らしをする障
しょう

がいのある人
ひと

等
とう

に対
たい

し、居宅
きょたく

を訪問
ほうもん

して生活
せいかつ

状況
じょうきょう

などの確認
かくにん

と必要
ひつよう

な助言
じょげん

や調整
ちょうせい

を行
おこな

う。

うち精神
せいしん

障
しょう

がい者
しゃ

数
すう

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

 事業
じぎょう

所
しょ

数
すう

・障
しょう

がいある人
ひと

の一人
ひとり

暮
ぐ

らしを支
ささ

え、障
しょう

がいのある人
ひと

の地域
ちいき

での生活
せいかつ

を支援
しえん

するための

サービスとして、３区
く

に１事業
じぎょう

ずつの整備
せいび

を見込
みこ

み、新規
しんき

参入
さんにゅう

しやすい環境
かんきょう

づくりのた

め、新規
しんき

開設
かいせつ

を希望
きぼう

する事業者
じぎょうしゃ

の相談
そうだん

に積極的
せっきょくてき

に応
おう

じていきます。

１－(1)入所施設から地域での生活に移行する人数

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

11. 住み続けられるまちづくりを
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

863人
にん

873人
にん

878人
にん

883人
にん

14,771時間
じかん

19,995時間
じかん

21,584時間
じかん

23,300時間
じかん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

・利用
りよう

者
しゃ

数
すう

、利用
りよう

時間
じかん

ともに増加
ぞうか

傾向
けいこう

にあります。

・必要
ひつよう

な事業所数
ぎょうしょすう

を確保
かくほ

していくために、ヘルパー不足解消
ふそくかいしょう

のための取組
とりくみ

を推進
すいしん

していく必要
ひつよう

が

あります。

・利用
りよう

ニーズの拡大
かくだい

に対応
たいおう

できるよう、引
ひ

き続き
つづ

サービス利用
りよう

の実態把握
じったいはあく

に努
つとむ

め、体制
たいせい

等
とう

を整
ととの

え

ていきます。

・介護職員初任者研修受講就労助成金
かいごしょくいんしょにんしゃけんしゅうじゅこうしゅうろうじょせいきん

事業
じぎょう

などを周知
しゅうち

・活用
かつよう

し、ヘルパーの育成
いくせい

・増加
ぞうか

を進
すす

めて

いきます。

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（３）日常
にちじょう

生活
せいかつ

を支援
しえん

するためのサービスの充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

居宅
きょたく

介護
かいご

事業概要
じぎょうがいよう 居宅

きょたく

において入浴
にゅうよく

・排泄等
はいせつとう

の介護
かいご

、掃除
そうじ

・洗濯等
せんたくとう

の家事
かじ

、その他
ほか

生活全
せいかつぜん

般
ぱん

にわたる援助
えんじょ

を行
おこな

います。

１－(1)入所施設から地域での生活に移行する人数

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

利用者
りようしゃ

数
すう

累計
るいけい

利用
りよう

時間
じかん

数
すう

／月
つき
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

53人
にん

57人
にん

60人
にん

62人
にん

11,805時間
じかん

12,246時間
じかん

12,472時間
じかん

12,703時間
じかん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（３）日常
にちじょう

生活
せいかつ

を支援
しえん

するためのサービスの充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

事業概要
じぎょうがいよう

重度
じゅうど

の障
しょう

がいのある人
ひと

で、常時
じょうじ

の介護
かいご

を要
よう

する人
ひと

について、居宅
きょたく

にて入
にゅ

浴
うよく

・排泄等
はいせつとう

の介護
かいご

や、掃除
そうじ

・洗濯等
せんたくとう

の家事
かじ

、その他生活全般
ほかせいかつぜんぱん

にわたる援
え

助
んじょ

や移動中
いどうちゅう

の介護
かいご

を総合的
そうごうてき

に行
おこな

います。

・利用者
りようしゃ

の増加
ぞうか

が見込
みこ

まれるのに対
たい

し、安定的
あんていてき

なサービス提供
ていきょう

ができるよう、サービス利用
りよう

の実態把握
じったいはあく

に

努
つと

めます。

・介護職員初任者研修受講就労助成金事業
かいごしょくいんしょにんしゃけんしゅうじゅこうしゅうろうじょせいきんじぎょう

などを周知
しゅうち

・活用
かつよう

し、ヘルパーの育成
いくせい

・増加
ぞうか

を進
すす

めていきま

す。

１－(2)入所施設を利用する人の減少数

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

累計
るいけい

利用
りよう

時間
じかん

数
すう

／月
つき

・利用
りよう

者
しゃ

数
すう

については、年々
ねんねん

２～３人
にん

程度
ていど

の増加
ぞうか

傾向
けいこう

を示
しめ

しており、それに伴
ともな

い利用
りよう

時間
じかん

も増加
ぞうか

しています。

・利用者
りようしゃ

のニーズの多様化
たようか

に対
たい

し、介護職員
かいごしょくいん

の確保
かくほ

が難
むずか

しく、安定的
あんていてき

なサービス提供
ていきょう

に課題
かだい

があ

ります。
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害福祉企画課
しょうがいふくしきかくか

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

1,384人
にん

1,470人
にん

1,515人
にん

1,561人
にん

27,378日
にち

30,223日
にち

31,148日
にち

32,094日
にち

51箇所
かしょ

52箇所
かしょ

53箇所
かしょ

54箇所
かしょ

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょ

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（３）日常
にちじょう

生活
せいかつ

を支援
しえん

するためのサービスの充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

生活
せいかつ

介護
かいご

事業概要
じぎょうがいよう 常

つね

に介護
かいご

が必要
ひつよう

な人
ひと

に対
たい

し、施設
しせつ

において入浴
にゅうよく

や排
はい

せつ、食事
しょくじ

の

介護
かいご

や創作的
そうさくてき

活動
かつどう

や生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
きかい

を提供
ていきょう

します。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

累計
るいけい

利用
りよう

日数
にっすう

／月
つき

事業所
じぎょうしょ

数
すう

・利用
りよう

者
しゃ

数
すう

、利用
りよう

日数
にっすう

ともに増加
ぞうか

傾向
けいこう

であり、今後
こんご

も増加
ぞうか

することが予想
よそう

されます。平均障害支
へいきんしょうがいしえんく

援区分
ぶん

が５以上
いじょう

になると職員配置
しょくいんはいち

の大幅
おおはば

な増
ぞう

員
いん

が求
もと

められることなどにより、事業所
じぎょうしょ

の経営
けいえい

が難
むずか

しくなっているため、重症心身障
じゅうしょうしんしんしょう

がいや強度行動障
きょうどこうどうしょう

がいに対応
たいおう

できる事業所
じぎょうしょ

の確保
かくほ

が課題
かだい

です。

・重度
じゅうど

の障
しょう

がいがある人
ひと

に対応
たいおう

できる事業所
じぎょうしょ

の新規開設
しんきかいせつ

を希望
きぼう

する事業者
じぎょうしゃ

の相談
そうだん

に積極的
せっきょくてき

に応
おう

じ

ます。

・強度行動障
きょうどこうどうしょう

がい者
しゃ

支援施設
しえんしせつ

サポート事業
じぎょう

の活用
かつよう

などにより、施設
しせつ

の受
う

け入
い

れ体制
たいせい

を強化
きょうか

してい

きます。

１－(2)入所施設を利用する人の減少数

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

24人
にん

33人
にん

40人
にん

49人
にん

248日
にち

325日
にち

394日
にち

483日
にち

1箇所
かしょ

2箇所
かしょ

２箇所
かしょ

２箇所
かしょ

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょ

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（３）日常
にちじょう

生活
せいかつ

を支援
しえん

するためのサービスの充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

自立
じりつ

訓練
くんれん

（機能
きのう

訓練
くんれん

）

事業概要
じぎょうがいよう 自立

じりつ

した日常生活
にちじょうせいかつ

や社会生活
しゃかいせいかつ

ができるよう、一定
いってい

の期間
きかん

における身体機
しんたいきのう

能の向上
こうじょう

のため、リハビリテーションなどの必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を行
おこな

います。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

累計
るいけい

利用
りよう

日数
にっすう

／月
つき

事業所
じぎょうしょ

数
すう

・利用
りよう

者
しゃ

数
すう

、利用
りよう

時間
じかん

ともに増加
ぞうか

傾向
けいこう

にあります。専門的
せんもんてき

な設備
せつび

や職員
しょくいん

によるサービス

提供
ていきょう

の必要性
ひつようせい

が高
たか

いため、公設施設
こうせつしせつ

での当該
とうがい

サービスの提供
ていきょう

を継続
けいぞく

する必要
ひつよう

がありま

す。

・公設
こうせつ

施設
しせつ

である「静岡市
しずおかし

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

ケアセンター」において、指定
してい

管理者
かんりしゃ

と連携
れんけい

しながら、利
り

用率
ようりつ

やサービス内容
ないよう

の向上
こうじょう

に向
む

けた取
とり

組
くみ

を進
すす

めていきます。

１－(1)入所施設から地域での生活に移行する人数

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

40人
にん

37人
にん

37人
にん

37人
にん

484日
にち

482日
にち

482日
にち

482日
にち

3箇所
かしょ

4箇所
かしょ

4箇所
かしょ

4箇所
かしょ

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（３）日常
にちじょう

生活
せいかつ

を支援
しえん

するためのサービスの充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

自立
じりつ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

）

事業概要
じぎょうがいよう 自立

じりつ

した日常生活
にちじょうせいかつ

や社会生活
しゃかいせいかつ

ができるよう、一定
いってい

の期間
きかん

における生活能
せいかつのう

力
りょく

の向上
こうじょう

のために、入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ、食事
しょくじ

等
とう

の必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を行
おこな

う。

・利用
りよう

者
しゃ

数
すう

、利用
りよう

時間
じかん

ともに減少
げんしょう

傾向
けいこう

にあります。専門的
せんもんてき

な設備
せつび

や職員
しょくいん

によるサービス

提供
ていきょう

の必要性
ひつようせい

は高
たか

いため、公設施設等
こうせつしせつとう

での当該
とうがい

サービスの提供
ていきょう

を継続
けいぞく

する必要
ひつよう

がありま

す。

・利用
りよう

者
しゃ

数
すう

、利用
りよう

時間
じかん

数
すう

は減少
げんしょう

傾向
けいこう

ではありますが、地域
ちいき

での自立
じりつ

した生活
せいかつ

を支援
しえん

して

くサービスのひとつとして、公設施設
こうせつしせつ

である「静岡市心身障害者
しずおかししんしんしょうがいしゃ

ケアセンター」におい

て、指定管理
していかんり

者
しゃ

と連携
れんけい

しながら、利用率
りようりつ

やサービス内容
ないよう

の向上
こうじょう

に向
む

けた取組
とりくみ

を進
すす

めてい

きます。

１－(1)入所施設から地域での生活に移行する人数

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

累計
るいけい

利用
りよう

日数
にっすう

／月
つき

事業所
じぎょうしょ

数
すう
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

183人
にん

（うち児童
じどう

15人
にん

）

303人
にん

（うち児童
じどう

24人
にん

）

321人
にん

（うち児童
じどう

26人
にん

）

340人
にん

（うち児童
じどうにん

27人）

938日
にち

1,439日
にち

1,525日
にち

1,615日
にち

26箇所
かしょ

35箇所
かしょ

44箇所
かしょ

54箇所
かしょ

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（３）日常
にちじょう

生活
せいかつ

を支援
しえん

するためのサービスの充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

短期
たんき

入所
にゅうしょ

（福祉型
ふくしがた

）

事業概要
じぎょうがいよう

普段
ふだん

は自宅
じたく

等
とう

で生活
せいかつ

している方
かた

が、介護
かいご

を行
 おこな

う人
ひと

の疾病等
しっぺいとう

の理由
りゆう

により短期間
たんきかん

の施設
しせつ

への入所
  にゅうしょ

を必要
ひつよう

とするときに、障害者支援施設等
しょうがいしゃしえんしせつとう

で、必要
ひつよう

な介護等
かいごとう

の支
しえ

援
ん

を行
おこな

います。

・利用
りよう

者
しゃ

数
すう

は増加傾向
ぞうかけいこう

にあり、今後
こんご

も利用
りよう

ニーズは拡大
かくだい

していくと予想
よそう

されます。

・多様
たよう

な障
しょう

がい特性
とくせい

に対応
たいおう

できる体制
たいせい

の整備
せいび

が課題
かだい

であり、併
あわ

せて、緊急時
きんきゅうじ

の利用
りよう

の受入
うけい

れを調
ちょ

整
うせい

する機能
きのう

が必要
ひつよう

です。

・障
しょう

がい児
じ

の受入
うけいれ

を可能
かのう

とする事業所
じぎょうしょ

が少
すく

ないため、障
しょう

がい児
じ

に対応
たいおう

できる体制
たいせい

整備
せいび

を進
すす

めていきます。

・短期
たんき

入所
にゅうしょ

サービス事業所
じぎょうしょ

や短期入所
たんきにゅうしょ

の併設
へいせつ

が義務
ぎむ

付
づ

けられている日中
にっちゅう

サービス支援型
しえんがた

グループホームな

どに社会
しゃかい

福祉
ふくし

施設
しせつ

等
とう

整備
せいび

事業費
じぎょうひ

補助金
ほじょきん

を交付
こうふ

することで、短期
たんき

入所
にゅうしょ

の受
う

け皿
ざら

を増加
ぞうか

していきます。

・地域生活支援
ちいきせいかつしえん

ネットワーク事業
じぎょう

（まいむ・まいむ）の機能
きのう

を強化
きょうか

することで、緊急時で
    きんきゅうじ

も短期入所
    たんきにゅうしょ

が利
りよ

用
う

しやすい体制
たいせい

を構築
こうちく

していきます。

・短期
たんき

入所
にゅうしょ

利用
りよう

時
じ

に健康
けんこう

診断
しんだん

書
しょ

の様式
ようしき

を統一
とういつ

するなど、手続
てつづ

きの簡素
かんそ

化
か

を検討
けんとう

していきます。

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

累計
るいけい

利用
りよう

日数
にっすう

／月
つき

事業所
じぎょうしょ

数
すう

36



大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

50人
にん

（うち児童
じどう

22人
にん

）

72人
にん

（うち児童
じどう

31人
にん

）

73人
にん

（うち児童
じどう

32人
にん

）

74人
にん

（うち児童
じどう

33人
にん

）

207日
にち

295日
にち

299日
にち

303日
にち

3箇所
かしょ

3箇所
かしょ

3箇所
かしょ

3箇所
  かしょ

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

i

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（３）日常
にちじょう

生活
せいかつ

を支援
しえん

するためのサービスの充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

短期
たんき

入所
にゅうしょ

（医療
いりょう

型
がた

）

事業概要
じぎょうがいよう

普段
ふだん

は自宅
じたく

等
とう

で生活
せいかつ

している人
ひと

が、介護
かいご

を行
おこな

う人
ひと

の疾病等
しっぺいとう

の理由
りゆう

により短期間
たんきかん

の施設
しせつ

への入所
    にゅうしょ

を必要
ひつよう

とするときに、障害者支援施設
    しょうがいしゃしえんしせつ

（医療法
いりょうほう

に規定
きてい

する病
びょ

院
ういん

）等
とう

で、必要
ひつよう

な介護等
かいごとう

の支援
しえん

を行
おこな

います。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

累計
るいけい

利用
りよう

日数
にっすう

／月
つき

事業所
じぎょうしょ

数
すう

・利用
りよう

者
しゃ

数
すう

、利用
りよう

時間
じかん

ともに減少
げんしょう

傾向
けいこう

にあります。

・医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な重症心身障
じゅうしょうしんしんしょう

がい者
しゃ

（加齢児
かれいじ

）が利用
りよう

できる短期入所先
たんきにゅうしょさき

は依然
いぜん

として不足
ふそく

しており、

介護者
かいごしゃ

の負担
ふたん

を軽減
けいげん

する上
うえ

でも大
おお

きな課題
かだい

となっています。

・必要
ひつよう

な人
ひと

に支援
しえん

がいきわたるよう、ニーズの把握
はあく

に努
つと

めていきます。

・地域生活支援
ちいきせいかつしえん

ネットワーク事業
じぎょう

（まいむ・まいむ）の機能
きのう

を強化
きょうか

すること医療的
いりょうてき

ケア児
じ

コーディネー

ターを活用
かつよう

することで、緊急時
きんきゅうじ

でも短期入所
たんきにゅうしょ

が利用
りよう

しやすい体制
たいせい

を構築
こうちく

していきます。

・短期入所利用時
たんきにゅうしょりようじ

に健康診断書
けんこうしんだんしょ

の様式
ようしき

を統一
とういつ

するなど、手続
てつづき

きの簡素化
かんそか

を検討
けんとう

していきます。

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがいふくしきかくか

福祉企画課

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

62人
にん

63人
にん

64人
にん

65人
にん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】 －

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（３）日常
にちじょう

生活
せいかつ

を支援
しえん

するためのサービスの充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

訪問
ほうもん

入浴
にゅうよく

サービス

事業概要
じぎょうがいよう 身体

からだ

に障
しょう

がいのある人
ひと

で、家庭
かてい

の入浴
にゅうよく

設備
せつび

では入浴
にゅうよく

が困難
こんなん

な人
ひと

に、入浴
にゅうよく

支援
しえん

を行
おこな

います。

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

登録利用者数
とうろくりようしゃすう

・利用者数
りようしゃすう

も年々
ねんねん

増加傾向
ぞうかけいこう

にあり、安定
あんてい

してサービスを提供
ていきょう

できています。

・年間
ねんかん

利用
りよう

上限
じょうげん

回数
かいすう

が96回
かい

では少
すく

ないという利用
りよう

者
しゃ

の声
こえ

があり、増加
ぞうか

の必要性
ひつようせい

を検討
けんとう

する必要
ひつよう

がありま

す。

・登録利用者
とうろくりようしゃ

へ利用
りよう

回数
かいすう

の上限
じょうげん

についてのアンケートを行
おこな

い、結果
けっか

を踏
ふ

まえて必要性
ひつようせい

を検討
けんとう

していきま

す。
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

各区障害者支援課
かくくしょうがいしゃしえんか

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

1,101人
にん

1,627人
にん

1,200人
にん

1,289人
にん

41回
かい

54回
かい

40回
かい

43回
かい

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

対象
たいしょう

者
しゃ

数
すう

開催
かいさい

回数
かいすう

・審査会
しんさかい

委員
いいん

に研修等
けんしゅうとう

への参加
さんか

を促
うなが

し、審査方法等
しんさほうほうとう

の理解
りかい

の促進
そくしん

や、審査
しんさ

委員
いいん

の資質
ししつ

の向上
こうじょう

をより図
はか

る必
ひつ

要
よう

があります。

・調査員
ちょうさいん

に研修
けんしゅう

を行
おこな

い、知識
ちしき

の平準化
へいじゅんか

を図
はか

る必要
ひつよう

があります。

・今後
こんご

も継続
けいぞく

して調査員
ちょうさいん

を対象
たいしょう

とした研修
けんしゅう

を行
おこな

い、調査員
ちょうさいん

による適正
てきせい

な調査
ちょうさ

や資料
しりょう

の作成
さくせい

ができる体制
たいせい

づ

くりを進
すす

めていきます。

・審査会
しんさかい

委員
いいん

については、県
けん

主催
しゅさい

の審査会
しんさかい

委員
いいん

研修
けんしゅう

への参加
さんか

を促
うなが

し、審議
しんぎ

内容
ないよう

の均一性
きんいつせい

を図
はか

ります。

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（３）日常
にちじょう

生活
せいかつ

を支援
しえん

するためのサービスの充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

障害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

認定等
にんていとう

事務
じむ

事業概要
じぎょうがいよう

障
しょう

がいのさまざまな特性
とくせい

やその他
た

の心
こころ

や身体
からだ

の状態
じょうたい

に応
おう

じてその人
ひと

に必要
ひつよう

な支援
しえん

の度合
どあ

いを示
しめ

す「障害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

」の認定
にんてい

に係
かか

る審査
しんさ

や判定
はんてい

を行
おこな

います。また、適
てき

切
せつ

に審査
しんさ

や判定
はんてい

が行
おこな

われるよう、審査会
しんさかい

委員
いいん

に対
たい

する研修
けんしゅう

を行
おこな

います。
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

105件
けん

108件
けん

108件
けん

108件
けん

570件
けん

686件
けん

686件
けん

686件
けん

131件
けん

126件
けん 126 126件

けん

479件
けん

435件
けん

435件
けん

435件
けん

32,518件
けん

27,398件
けん

27,398件
けん

27,398件
けん

16件
けん

17件
けん

17件
けん

17件
けん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

情報
じょうほう

・
・

意思疎通支援用具
いしそつうしえんようぐ

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（４）経済的
けいざいてき

な支援
しえん

の充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

日常生活用具
にちじょうせいかつようぐ

助成
じょせい

事業
じぎょう

事業概要
じぎょうがいよう 障

しょう

がいのある人
ひと

が円滑
えんかつ

な日常生活
にちじょうせいかつ

を営
いとな

めるように、障
しょう

がいの種類
しゅるい

や程度
ていど

に応
おう

じた日常生活
にちじょうせいかつ

を支援
しえん

する用具
ようぐ

の購入費
こうにゅうひ

を助成
じょせい

します。

活動指標
かつどうしひょう

（支給件数
しきゅうけんすう

）

第
だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

介護
かいご

・訓練支援用具
くんれんしえんようぐ

自立生活支援用具
じりつせいかつしえんようぐ

在宅
ざいたく

療養
りょうよう

等
とう

支援
しえん

用具
ようぐ

3. すべての人に健康と福祉を 

排泄管理支援用具
はいせつかんりしえんようぐ

居宅
きょたく

生活
せいかつ

動作
どうさ

補助
ほじょ

用具
ようぐ

（住宅
じゅうたく

改修
かいしゅう

費
ひ

）

・いろいろな技術
ぎじゅつ

の開発
かいはつ

が進
すす

んでいることで、制度
せいど

の対象
たいしょう

となる用具
ようぐ

の品目
ひんもく

も増加
ぞうか

してきています。

・今後
こんご

の課題
かだい

として、各種
かくしゅ

団体
だんたい

から要望
ようぼう

のある用具
ようぐ

について、国
くに

と県
けん

のガイドラインを参考
さんこう

に、支援
しえん

用具
ようぐ

としての安全性
あんぜんせい

などを確認
かくにん

し、助成
じょせい

の対象
たいしょう

を検討
けんとう

していく必要
ひつよう

があります。

・対象
たいしょう

品目
ひんもく

の追加
ついか

について、当事者
とうじしゃ

や開発
かいはつ

メーカーへのヒアリングを実施
じっし

し、検討
けんとう

していきます。

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがいふくしきかくか

福祉企画課

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

６回
かい

６回
かい

６回
かい

６回
かい

33箇
か

所
しょ

40箇
か

所
しょ

43箇
か

所
しょ

46箇所
かしょ

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール①

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール②

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット
4.2　2030年までに、全ての子供が男女の区別なく、質の高い乳幼児の発達・ケア及び就学前教育
にアクセスすることにより、初等教育を受ける準備が整うようにする。

・学校
がっこう

や事業所等
じぎょうしょとう

に訪問
ほうもん

して行
おこな

う支援
しえん

サポートコーチ巡回相談
じゅんかいそうだん

やペアレントメンター養成研修
ようせいけんしゅう

により、支
しえ

援
ん

者
しゃ

への支援
しえん

が適切
てきせつ

に行
おこな

われています。

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（５）人材
じんざい

の確保
かくほ

と資質
ししつ

の向上
こうじょう

事業
じぎょう

名称
めいしょう

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

家族
かぞく

支援
しえん

体制
たいせい

整備
せいび

事業
じぎょう

事業概要
じぎょうがいよう

発達障
はったつしょう

がい児者
じしゃ

への相談
そうだん

や助言
じょげん

を家族等
かぞくとう

の立場
たちば

で行
おこな

う「ペアレントメンター」等
とう

の養成
ようせい

や、学校
がっこう

や事業所
じぎょうしょ

を訪問
ほうもん

して発達
はったつ

障
しょう

がいのある人
ひと

を支援
しえん

する人
ひと

の資質向上
ししつこうじょう

を取
とり

組
くみ

を行
おこな

うほか、障
しょう

がい児者
じしゃ

やその家族
かぞく

の支援
しえん

を関係機関
かんけいきかん

と連携
れんけい

して行
おこな

いま

す。

活動指標
かつどうしひょう

（支給件数
しきゅうけんすう

）

第
だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

ペアレントメンター・

地域
ちいき

サポーター

養成
ようせい

研修
けんしゅう

実施
じっし

回数
かいすう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

 学校
がっこう

・事業所等
じぎょうしょとう

 訪問支援箇所数
ほうもんしえんかしょすう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

・支援
しえん

サポートコーチ巡回相談
じゅんかいそうだん

の箇所
かしょ

数
すう

を増加
ぞうか

し、更
さら

なる支援
しえん

者
しゃ

の対応力向上
たいおうりょくこうじょう

を進
すす

め、発達
はったつ

の気
き

になる子
こ

や発達障
はったつしょう

がい児
じ

者
しゃ

への支援
しえん

体制
たいせい

を強化
きょうか

していきます。

・巡回先
じゅんかいさき

が偏
かたよ

ることがないように、園長会
えんちょうかい

や校長会等
こうちょうかいとう

を利用
りよう

し広
ひろ

く周知
しゅうち

を図
はか

っていきます。

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

4. 質の高い教育をみんなに
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがいふくしきかくか

福祉企画課

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

８回
かい

８回
かい

８回
かい

８回
かい

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】 －

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（５）人材
じんざい

の確保
かくほ

と資質
ししつ

の向上
こうじょう

事業
じぎょう

名称
めいしょう

重症心身障
じゅうしょうしんしんしょう

がい児
じ

（者
しゃ

）を支援
しえん

する人材
じんざい

の確保
かくほ

・養成
ようせい

事業概要
じぎょうがいよう

看護
かんご

専門
せんもん

学校
がっこう

や福祉
ふくし

大学
だいがく

の学生
がくせい

、小中学生
しょうちゅうがくせい

、一般
いっぱん

市民
しみん

などを対象
たいしょう

に、重
じゅ

症心身
うしょうしんしん

障
しょう

がい児
じ

（者
しゃ

）とのふれあいや出前講座
でまえこうざ

を行
おこな

い、障
しょう

がい児
じ

者
しゃ

への

理解
りかい

を深
ふか

め、障
しょう

がい児
じ

者
しゃ

の目線
めせん

で支援
しえん

できる人材
じんざい

を増
ふ

やします。

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

活動指標
かつどうしひょう

（支給件数
しきゅうけんすう

）

第
だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

開催回数
かいさいかいすう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

・障
しょう

がい児
じ

者
しゃ

を支援
しえん

できる人材
じんざい

の実質的
じっしつてき

な増加
ぞうか

を図
はか

るため、必要
ひつよう

に応
おう

じた講座
こうざ

内容
ないよう

の刷新
さっしん

が必要
ひつよう

です。

・委託
いたく

団体
だんたい

が立
た

ち上
あ

げた生活介護事業所
せいかつかいごじぎょうしょ

での経験
けいけん

やノウハウを生
い

かし、講座
こうざ

内容
ないよう

の更
さら

なる充実
じゅうじつ

を図
はか

りま

す。
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがいふくしきかくか

福祉企画課

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

30回
かい

24回
かい

24回
かい

24回
かい

６回
かい

6回
かい

6回
かい

６回
かい

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果指標
せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（５）人材
じんざい

の確保
かくほ

と資質
ししつ

の向上
こうじょう

事業
じぎょう

名称
めいしょう

強度
きょうど

行動
こうどう

障
しょう

がい者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

サポート事業
じぎょう

事業概要
じぎょうがいよう

強度
きょうど

行動
こうどう

障
しょう

がいのある人
ひと

を現
げん

に受
う

け入
い

れている入所
にゅうしょ

施設
しせつ

や通所
つうしょ

施設
しせつ

において、専門家
せんもんか

から

実践
じっせん

による支援
しえん

へのアドバイスやサポートを受
う

け、地域
ちいき

における支援
しえん

技術
ぎじゅつ

の向上
こうじょう

と入所
にゅうしょ

施
しせ

設
つ

と通所
つうしょ

施設
しせつ

が連携
れんけい

した支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

します。

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

活動指標
かつどうしひょう

（支給件数
しきゅうけんすう

）

第
だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

通所
つうしょ

施設
しせつ

派遣
はけん

回数
かいすう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

入所
にゅうしょ

施設
しせつ

派遣
はけん

回数
かいすう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

・入所
にゅうしょ

施設
しせつ

は、平成
へいせい

29年度
ねんど

から事業
じぎょう

を続
つづ

けており、支援
しえん

力
りょく

の大
おお

きな向上
こうじょう

が見
み

られています。

・通所
つうしょ

施設
しせつ

サポートでは、アドバイザー二人
ふたり

を通所
つうしょ

施設
しせつ

に派遣
はけん

してサポートを実施
じっし

しており、事業
じぎょう

を実施
じっし

した通所
つうしょ

施設
しせつ

からは、「支援
しえん

体制
たいせい

を見直
みなお

すきっかけになった」との感想
かんそう

が得
え

られています。

・入所
にゅうしょ

施設
しせつ

、通所
つうしょ

施設
しせつ

におけるさらなる人材
じんざい

育成
いくせい

を進
すす

めるため、事例
じれい

検証
けんしょう

会
かい

等
とう

で事業
じぎょう

の内容
ないよう

や成果
せいか

を市内
しない

事業所
じぎょうしょ

に周知
しゅうち

、共有
きょうゆう

していきます。
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

地域
ちいき

リハビリテーション

推進
すいしん

センター

障害福祉
しょうがいふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

１回
かい

1回
かい

1回
かい

1回
かい

－ 50% 60% 70%

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール①

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール②

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット
10.2　2030年までに、年齢、性別、障害、人種、民族、出自、宗教、あるいは経済的地位その他
の状況に関わりなく、全ての人々の能力強化及び社会的、経済的及び政治的な包含を促進する。

3. すべての人に健康と福祉を 

②地域
ちいき

生活支援
せいかつしえん

　～支
ささ

え合
あ

う～

（３）日常
にちじょう

生活
せいかつ

を支援
しえん

するためのサービスの充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

視覚
しかく

障
しょう

がい者
しゃ

の理解
りかい

促進
そくしん

に関
かん

する普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

、相談
そうだん

・支援
しえん

事業
じぎょう

事業概要
じぎょうがいよう

視覚
しかく

障
しょう

がいへの理解
りかい

や支援
しえん

が深
ふか

まるように、研修会
けんしゅうかい

を開催
かいさい

したり、歩行
ほこう

訓練
くんれん

を行
おこな

ったり、支援
しえん

ネットワーク促進
そくしん

の働
はたら

きかけをしたりすること

で、適切
てきせつ

な支援
しえん

に繋
つな

げます。

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

10. 人や国の不平等をなくそう

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

支援者
しえんしゃ

向
む

け研修開催
けんしゅうかいさい

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

歩行
ほこう

訓練
くんれん

事業
じぎょう

満足度
まんぞくど

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

・静岡市
しずおかし

においては、視覚
しかく

障
しょう

がいに関
かん

する相談
そうだん

機関
きかん

やサービスが不足
ふそく

しており、適切
てきせつ

な支援
しえん

が行
い

き届
とど

いていない状態
じょうたい

であるため、今後
こんご

の市
し

の視覚
しかく

がい支援
しえん

のあり方
かた

について体制
たいせい

を構築
こうちく

する必要
ひつよう

がある。

・関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

・ネットワークの推進
すいしん

・構築
こうちく

に取
と

り組
く

みます。

・地域
ちいき

における専門機関
せんもんきかん

や支援者
しえんしゃ

の育成
いくせい

の必要性
ひつようせい

や、関連
かんれん

する障害福祉
しょうがいふくし

サービスを含
ふく

めた視覚障
しかくしょう

がいのある人
ひと

への支援
しえん

の在
あ

り方
かた

について検討
けんとう

し、支援体制
しえんたいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

っていきます。

新規掲載
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大分野３：医療・保健
　～健康を保つ～
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがいふくしきかくか

福祉企画課

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

3回
かい

3回
かい

3回
かい

3回
かい

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する
かんれんする

成果指標
せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本目標
きほんもくひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

3.8　全ての人々に対する財政リスクからの保護、質の高い基礎的な保健サービスへのアクセス及び
安全で効果的かつ質が高く安価な必須医薬品とワクチンへのアクセスを含む、ユニバーサル・ヘル
ス・カバレッジ（UHC）を達成する。

活動指標
かつどうしひょう

（支給件数
しきゅうけんすう

）

第
だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

研修実施回数
けんしゅうじっしかいすう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

・医師
いし

が参加
さんか

しやすいように、平日
へいじつ

夜間
やかん

に開催
かいさい

しています。

・受講者
じゅこうしゃ

アンケートの回答
かいとう

では、研修
けんしゅう

内容
ないよう

に「満足
まんぞく

している」が８割
わり

を超
こ

えています。

・医師会
いしかい

のほか、歯科
しか

医師
いし

会
かい

や薬剤師
やくざいし

会
かい

等
とう

へも周知
しゅうち

を行
おこな

い、さまざまな分野
ぶんや

の医師
いし

の受講
じゅこう

につな

げていきます。

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上さ
せ、社会参加を支援すること

③医療
いりょう

・保健
ほけん

　～健康
けんこう

を保
たも

つ～

（1）障
しょう

がいに配慮
はいりょ

した地域
ちいき

医療
いりょう

の提供
ていきょう

事業
じぎょう

名称
めいしょう

かかりつけ医
い

等
とう

発達
はったつ

障害
しょうがい

対応力研修講座
たいおうりょくけんしゅうこうざ

事業概要
じぎょうがいよう

発達障
はったつしょう

がいがある人
ひと

が日頃
ひごろ

から受診
じゅしん

する診療所
しんりょうじょ

の主治医
しゅじい

等
とう

に向
む

けて、国
くに

の研修内
けんしゅうない

容
よう

を踏
ふ

まえた研修
けんしゅう

を行
おこな

うことで、発達
はったつ

障
しょう

がいがある人
ひと

が適切
てきせつ

な診療
しんりょう

を受
う

けるため

の環境
かんきょう

を整備
せいび

していきます。
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

107人
にん

107人
にん

107人
にん

107人
にん

３箇所
かしょ

３箇所
かしょ

３箇所
かしょ

３箇所
かしょ

280人
にん

280人
にん

280人
にん

280人
にん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する
かんれんする

成果指標
せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本目標
きほんもくひょう

・基本目標
きほんもくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

SDG

3. すべての人に健康と福祉を 

（１）障がいの有無に関わらず権利や意思を等しく尊重すること

・今後
こんご

も、重症心身障
じゅうしょうしんしんしょう

がい児施設等
じしせつとう

に入所
にゅうしょ

している障害
しょうがい

のある児童
じどう

が、18歳
さい

になった際
さい

に、療養
りょうよう

介護
かいご

にス

ムーズに移行
いこう

するため、同
どう

施設
しせつ

による療養
りょうよう

介護
かいご

の提供
ていきょう

を引
ひ

き続
つづ

き受
う

けられるよう、障害
しょうがい

区分
くぶん

認定
にんてい

調査
ちょうさ

や支給
しきゅう

決定
けってい

等
とう

のサービスを利用するための必要
ひつよう

な手続
てつづ

きを、児童相談所
じどうそうだんじょ

と各福祉事務所
かくふくしじむしょ

が連携
れんけい

し、円滑
えんかつ

に進
すす

めてい

きます。

③医療
いりょう

・保健
ほけん

　～健康
けんこう

を保
たも

つ～

（1）障
しょう

がいに配慮
はいりょ

した地域
ちいき

医療
いりょう

の提供
ていきょう

利用者
りようしゃ

数
すう

・利用者数
りようしゃすう

は横
よこ

ばいで推移
すいい

しており、今後
こんご

も同様
どうよう

の傾向
けいこう

が続
つづ

くと考
かんが

えらます。

事業概要
じぎょうがいよう 医療

いりょう

の必要
ひつよう

な障
しょう

がい児
じ

者
しゃ

で常
つね

に介護
かいご

が必要
ひつよう

な人
ひと

に対
たい

し、医療
いりょう

機関
きかん

で

機能
きのう

訓練
くんれん

や療養
りょうよう

上
じょう

の管理
かんり

、看護
かんご

、介護
かいご

や世話
せわ

を行
おこな

います。

事業所
じぎょうしょ

数
すう

定員
ていいん

数
すう

活動
かつどう

指標
しひょう

事業
じぎょう

名称
めいしょう

療養介護
りょうようかいご

第
だい

６期
き

　目標値
もくひょうち
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大分野４：生活環境
　～暮らす～
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

351人
にん

484人
にん

554人
にん

626人
にん

151人
にん

180人
にん

211人
にん

34箇所
かしょ

40箇所
かしょ

42箇所
かしょ

49箇所
かしょ

420人
にん

523人
にん

563人
にん

628人
にん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】 ※数値
すうち

は、日中
にっちゅう

サービス支援型
しえんがた

を含
ふく

みます

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

11. 住み続けられるまちづくりを

11.1　2030年までに、全ての人々の、適切、安全かつ安価な住宅及び基本的サービスへのアクセ
スを確保し、スラムを改善する。

3. すべての人に健康と福祉を 

うち精神
せいしん

障
しょう

がい者
しゃ

数
すう

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

・新規
しんき

事業
じぎょう

所
しょ

の施設
しせつ

整備
せいび

のため、社会
しゃかい

福祉
ふくし

施設
しせつ

等
とう

施設
しせつ

整備
せいび

事業費
じぎょうひ

補助金
ほじょきん

や、既存
きぞん

住宅
じゅうたく

の活用
かつよう

や、民間
みんかん

賃貸
ちんたい

住
じゅ

宅
うたく

の借
か

り上
あ

げなど、社会
しゃかい

資源
しげん

を活用
かつよう

することにより、サービス提供
ていきょう

量
りょう

の確保
かくほ

につなげていきます。

１－(1)入所施設から地域での生活に移行する人数

④生活
せいかつ

環境
かんきょう

　～暮
く

らす～

（１）地域
ちいき

における住居
じゅうきょ

の確保
かくほ

利用者
りようしゃ

数
すう

・利用
りよう

者
しゃ

数
すう

が増加
ぞうか

傾向
けいこう

にありますが、事業所
じぎょうしょ

数
すう

も増加
ぞうか

しており、定員
ていいん

数
すう

に対
たい

する利用
りよう

者
しゃ

数
すう

の割合
わりあい

も一定
いってい

量
りょう

を

維持
いじ

することが出来
でき

ています。

・一方
いっぽう

で、入所施設等
にゅうしょしせつとう

からの地域移行
ちいきいこう

の受
う

け皿
ざら

としての役割
やくわり

が期待
きたい

され、また、現在
げんざい

、在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

している

障
しょう

がいのある人
ひと

についても、介護者
かいごしゃ

の高齢化
こうれいか

に伴
ともな

いニーズが拡大
かくだい

しているため、今後
こんご

も必要
ひつよう

量
りょう

を確保
かくほ

してい

く必要
ひつよう

があります。

事業概要
じぎょうがいよう

障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

し、地域
ちいき

で共同
きょうどう

生活
せいかつ

をおくることができる住
す

まいの

場
ば

で、入浴
にゅうよく

や排
はい

せつ、食事
しょくじ

の介護
かいご

、日常
にちじょう

生活
せいかつ

上
じょう

の相談
そうだん

や援助
えんじょ

などを行
おこな

い

ます。

事業所
じぎょうしょ

数
すう

定員
ていいん

数
すう

活動
かつどう

指標
しひょう

事業
じぎょう

名称
めいしょう

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

第
だい

６期
き

　目標値
もくひょうち
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進課
すいしんか

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

0人
にん

80人
にん

120人
にん

160人
にん

0人
にん

21人
にん

32人
にん

43人
にん

１箇所
かしょ

４箇所
かしょ

６箇所
かしょ

８箇所
かしょ

20人
にん

80人
にん

120人
にん

160人
にん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

11. 住み続けられるまちづくりを

11.1　2030年までに、全ての人々の、適切、安全かつ安価な住宅及び基本的サービスへのアクセ
スを確保し、スラムを改善する。

・今後
こんご

、新規
しんき

事業
じぎょう

所
しょ

が開設
かいせつ

されることで、利用者
りようしゃ

も増加
ぞうか

していく見込
みこ

みです。

・一方
いっぽう

で、入所施設等
にゅうしょしせつとう

からの地域移行
ちいきいこう

の受
う

け皿
ざら

としての役割
やくわり

が期待
きたい

され、また、現在
げんざい

、在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

している

障
しょう

がいのある人
ひと

についても、介護者
かいごしゃ

の高齢化
こうれいか

に伴
ともな

いニーズが拡大
かくだい

しているため、今後
こんご

も必要
ひつよう

量
りょう

を確保
かくほ

してい

く必要
ひつよう

があります。

・新規
しんき

事業
じぎょう

所
しょ

の施設
しせつ

整備
せいび

のため、社会
しゃかい

福祉
ふくし

施設
しせつ

等
とう

施設
しせつ

整備
せいび

事業費
じぎょうひ

補助金
ほじょきん

や、既存
きぞん

住宅
じゅうたく

の活用
かつよう

や、民間
みんかん

賃貸
ちんたい

住
じゅ

宅
うたく

の借
か

り上
あ

げなど、社会
しゃかい

資源
しげん

を活用
かつよう

することにより、サービス提供
ていきょう

量
りょう

の確保
かくほ

につなげていきます。

１－(1)入所施設から地域での生活に移行する人数

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

定員
ていいん

数
すう

④生活
せいかつ

環境
かんきょう

　～暮
く

らす～

（１）地域
ちいき

における住居
じゅうきょ

の確保
かくほ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（日中
にっちゅう

サービス支援型
しえんがた

）

事業概要
じぎょうがいよう

常
つね

に介護
かいご

が必要
ひつよう

な障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

し、地域
ちいき

で共同
きょうどう

生活
せいかつ

をおくること

ができる住
す

まいの場
ば

で、入浴
にゅうよく

や排
はい

せつ、食事
しょくじ

の介護
かいご

、日常
にちじょう

生活
せいかつ

上
じょう

の相談
そうだん

や援助
えんじょ

などを行
おこな

います。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

うち精神
せいしん

障
しょう

がい者
しゃ

数
すう

事業所
じぎょうしょ

数
すう
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがいふくしきかくか

福祉企画課

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

3箇所
かしょ

３箇所
かしょ

３箇所
かしょ

３箇所
かしょ

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

④生活
せいかつ

環境
かんきょう

　～暮
く

らす～

（１）地域
ちいき

における住居
じゅうきょ

の確保
かくほ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

福祉
ふくし

ホーム運営
うんえい

補助
ほじょ

事業概要
じぎょうがいよう

住居
じゅうきょ

を必要
ひつよう

とする障
しょう

がいのある人
ひと

に、低額
ていがく

な料金
りょうきん

で住
す

まいの場
ば

を提供
ていきょう

するととも

に、日常生活
にちじょうせいかつ

に必要
ひつよう

な支援
しえん

を行
おこな

うことにより、障
しょう

がいのある人
ひと

の自立
じりつ

した地域
ちいき

生
せい

活
かつ

を支援
しえん

します。

11.1　2030年までに、全ての人々の、適切、安全かつ安価な住宅及び基本的サービスへのアクセ
スを確保し、スラムを改善する。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

実施
じっし

箇所
かしょ

数
すう

・実施
じっし

個所
かしょ

数
すう

は、計画
けいかく

値
ち

を達成
たっせい

していますが、うち２施設
しせつ

は定員
ていいん

に達
たっ

していません。

・空室
くうしつ

について、障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

における緊急時
きんきゅうじ

の一時
いちじ

保護
ほご

場所
ばしょ

のほか、有効
ゆうこう

に活用
かつよう

する方法
ほうほう

について、施設
しせつ

側
がわ

と協議
きょうぎ

を行
おこな

う必要
ひつよう

があります。

・経費
けいひ

の有効
ゆうこう

活用
かつよう

のためにも、空室
くうしつ

を発生
はっせい

させないよう事業
じぎょう

所
しょ

の協力
きょうりょく

を求
もと

めたい。

・障
しょう

がいのある人
ひと

の自立
じりつ

した地域生活
ちいきせいかつ

に対
たい

する支援
しえん

を継続
けいぞく

して行
おこな

っていきます。また、空室
くうしつ

の有効
ゆうこう

活用
かつよう

の検
けん

討
とう

を進
すす

めていきます。

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

11. 住み続けられるまちづくりを

3. すべての人に健康と福祉を 
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

178人
にん

211人
にん

230人
にん

251人
にん

2,217時間
じかん

2,479時間
じかん

2,622時間
じかん

2,773時間
じかん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する
かんれん

成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

④生活
せいかつ

環境
かんきょう

　～暮
く

らす～

（２）外出
がいしゅつ

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

同行
どうこう

援護
えんご

事業概要
じぎょうがいよう

視覚障
しかくしょう

がいにより、移動
いどう

することがとても困難
こんなん

である障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

に対
たい

して、

外出
がいしゅつ

時
じ

の移動
いどう

の支援
しえん

や、排
はい

せつや食事
しょくじ

の介護
かいご

など、外出
がいしゅつ

するときに必要
ひつよう

な援助
えんじょ

を

行
おこな

います。

11.2　2030年までに、脆弱な立場にある人々、女性、子供、障害者及び高齢者のニーズに特に配
慮し、公共交通機関の拡大などを通じた交通の安全性改善により、全ての人々に、安全かつ安価で容
易に利用できる、持続可能な輸送システムへのアクセスを提供する。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

・支給
しきゅう

決定
けってい

者
しゃ

数
すう

及
およ

び利用者
りようしゃ

数
すう

が減少
げんしょう

傾向
けいこう

にあります。

・令和元年度
れいわがんねんど

は、新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

により、利用
りよう

者
しゃ

が在宅
ざいたく

にいることが増
ふ

え、年度末
ねんどまつ

の利用
りよう

時間
じかん

数
すう

が減少
げんしょう

したと考
かんが

えられます。

・利用
りよう

者
しゃ

のニーズの多様化
たようか

に対
たい

し、介護
かいご

職員
しょくいん

の確保
かくほ

が難
むずか

しく、安定
あんてい

的
てき

なサービス提供
ていきょう

に課題
かだい

があります。

・利用
りよう

ニーズの多様化
たようか

に対応
たいおう

できるよう、引
ひ

き続
つづ

きサービス利用
りよう

の実態
じったい

の把握
はあく

に努
つと

め、体制
たいせい

等
とう

を整
ととの

えていき

ます。

利用者
りようしゃ

数
すう

累計利用時間数
るいけいりようじかんすう

／月
つき

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上さ
せ、社会参加を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

11. 住み続けられるまちづくりを
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

５人
にん

4人
にん

4人
にん

3人
にん

161時間
じかん

140時間
じかん

131時間
じかん

122時間
じかん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果指標
せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

④生活
せいかつ

環境
かんきょう

　～暮
く

らす～

（２）外出
がいしゅつ

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

行動
こうどう

援護
えんご

事業概要
じぎょうがいよう

知的
ちてき

障がい又
また

は精神
せいしん

障がいにより、行動
こうどう

することがとても難
むずか

しい障
しょう

がいのある人
ひと

等
とう

で、常
つね

にを介護
かいご

を必要
ひつよう

とする人
ひと

に対
たい

して、行動
こうどう

する際
さい

に危険
きけん

を回避
かいひ

するために

必要
ひつよう

な援護
えんご

や、外出
がいしゅつ

するときや移動するときの介護
かいご

や、食事
しょくじ

の介護
かいご

など、行動
こうどう

す

る際
さい

に必要
ひつよう

な支援
しえん

を行
おこな

います。

11.2　2030年までに、脆弱な立場にある人々、女性、子供、障害者及び高齢者のニーズに特に配
慮し、公共交通機関の拡大などを通じた交通の安全性改善により、全ての人々に、安全かつ安価で容
易に利用できる、持続可能な輸送システムへのアクセスを提供する。

11. 住み続けられるまちづくりを

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

累計利用時間数
るいけいりようじかんすう

／月
つき

・利用
りよう

者
しゃ

数
すう

が減少傾向
げんしょうけいこう

を示
しめ

しています。

・新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

により、外出
がいしゅつ

などが減少
げんしょう

することから、今後
こんご

、利用
りよう

時間
じかん

の減少
げんしょう

が想定
そうてい

さ

れます。

・業務
ぎょうむ

の困難性等
こんなんせいとう

により職員
しょくいん

の確保
かくほ

が難
むずか

しく、新
あら

たな事業所
じぎょうしょ

の参入
さんにゅう

が期待
きたい

できない状況
じょうきょう

であるため、強度行
きょうどこうど

動障
うしょう

がい者
しゃ

、重度
じゅうど

の視覚障
しかくしょう

がい者
しゃ

への訪問
ほうもん

サービスの充実
じゅうじつ

が課題
かだい

となっています。

・事業
じぎょう

所
しょ

の新規
しんき

開設
かいせつ

を希望
きぼう

する事業者等
じぎょうしゃとう

の相談
そうだん

に積極的
せっきょくてき

に応
おう

じるなど、新規
しんき

開設
かいせつ

に向
む

けた対応
たいおう

を

継続
けいぞく

していきます。

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上さ
せ、社会参加を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害福祉企画課
しょうがいふくしきかくか

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

660人
にん

660人
にん

660人
にん

660人
にん

6,642時間
じかん

6,642時間
じかん

6,642時間
じかん

6,642時間
じかん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本目標
きほんもくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

④生活
せいかつ

環境
かんきょう

　～暮
く

らす～

（２）外出
がいしゅつ

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

移動
いどう

支援
しえん

事業
じぎょう

事業概要
じぎょうがいよう 屋外

おくがい

での移動
いどう

が困難
こんなん

な身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

障
しょう

がいのある人
ひと

の外出
がいしゅつ

を支
しえん

援し、自立
じりつ

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

します。

・前
ぜん

計画
けいかく

期間
きかん

では、特別
とくべつ

な理由
りゆう

がある事例
じれい

の通学
つうがく

時
じ

の利用
りよう

について検討
けんとう

するため、「通学
つうがく

におけ

る移動
いどう

支援
しえん

個別
こべつ

検討
けんとう

会議
かいぎ

」を開催
かいさい

しました。

・新型
しんがた

コロナウイルスの影響
えいきょう

により、利用者
りようしゃ

が在宅
ざいたく

にいることが増
ふ

え、利用者
りようしゃ

数
すう

が減少
げんしょう

すること

が予想
よそう

される。ウィズコロナでの生活
せいかつ

スタイルに合
あ

わせた支援
しえん

の在
あ

り方
かた

を検討
けんとう

する必要
ひつよう

がありま

す。

・ポストコロナ、アフターコロナを見据
みす

え、新
あたら

しい利用
りよう

方法
ほうほう

として、グループ支援
しえん

を追加
ついか

し、利
りよ

用
う

方法
ほうほう

の選択肢
せんたくし

を増
ふ

やしていきます。

・引
ひ

き続
つづ

き、移動
いどう

支援
しえん

事業
じぎょう

の適正
てきせい

な利用
りよう

方法
ほうほう

について窓口
まどぐち

を通
とお

して周知
しゅうち

していきます。

11. 住み続けられるまちづくりを

11.2　2030年までに、脆弱な立場にある人々、女性、子供、障害者及び高齢者のニーズに特に配
慮し、公共交通機関の拡大などを通じた交通の安全性改善により、全ての人々に、安全かつ安価で容
易に利用できる、持続可能な輸送システムへのアクセスを提供する。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

累計利用時間数
るいけいりようじかんすう

／月
つき

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上さ
せ、社会参加を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

7件
けん

７件
けん

７件
けん

７件
けん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果指標
せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

3. すべての人に健康と福祉を 

11. 住み続けられるまちづくりを

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上さ
せ、社会参加を支援すること

11.2　2030年までに、脆弱な立場にある人々、女性、子供、障害者及び高齢者のニーズに特に配
慮し、公共交通機関の拡大などを通じた交通の安全性改善により、全ての人々に、安全かつ安価で容
易に利用できる、持続可能な輸送システムへのアクセスを提供する。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

助成
じょせい

件数
けんすう

・身体
しんたい

障
しょう

がいのある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

促進
そくしん

を進
すす

めるための事業
じぎょう

ですが、実績
じっせき

は横
よこ

ばいとなって

います。

・身体
しんたい

障
しょう

がいのある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

促進
そくしん

を進
すす

めるため、運転
うんてん

免許
めんきょ

取得
しゅとく

費用
ひよう

の助成
じょせい

については

新規
しんき

免許
めんきょ

取得者
しゅとくしゃ

を対象
たいしょう

に、自動車
じどうしゃ

改造
かいぞう

費用
ひよう

の助成
じょせい

については中途
ちゅうと

身体
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

も含
ふく

め、効果的
こうかてき

な

事業
じぎょう

の周知
しゅうち

を行
おこな

います。

④生活
せいかつ

環境
かんきょう

　～暮
く

らす～

（２）外出
がいしゅつ

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

自動車
じどうしゃ

運転
うんてん

免許
めんきょ

取得
しゅとく

費
ひ

及
およ

び自動車
じどうしゃ

改造
かいぞう

費
ひ

補助
ほじょ

事業
じぎょう

事業概要
じぎょうがいよう

身体
しんたい

障
しょう

がいのある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

促進
そくしん

を進
すす

めるため、運転
うんてん

免許
めんきょ

を取
しゅ

得
とく

するために必要
ひつよう

な費用
ひよう

の一部
いちぶ

や運転
うんてん

する自動車
じどうしゃ

の改造
かいぞう

に必要
ひつよう

な費用
ひよう

の

一部
いちぶ

を助成
じょせい

します。

46自動車運転免許取得費補助事業については、47自動車改造費補助事業と同一予算事業

であり、予算執行等、柔軟かつ適切に実施していくため当該計画上も47自動車改造事業に

統合するものとし、46自動車運転免許取得費補助事業は削除することとします。
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大分野５：安全・安心
～備える・つなぐ～
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大分野　

小分野　
大分野２より再掲

担当課

障害
しょうがいふくしきかくか

福祉企画課

事業概要

大分野２より再掲
担当課

精神
せいしん

保健福祉
ほけんふくし

課
か

事業概要

大分野２（１）より再掲
担当課

障害
しょうがいふくしきかくか

福祉企画課

事業概要

大分野１（４）より再掲
担当課

福祉
ふくし

総務課
そうむか

・障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

高齢者
こうれいしゃ

福祉
ふくし

課
か

・精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

課
か

事業概要

大分野１（４）より再掲
担当課

福祉
ふくし

総務課
そうむか

・障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

精神保健福祉課
せいしんほけんふくしか

事業概要

大分野２（２）より再掲
担当課

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

事業概要

大分野２（３）より再掲
担当課

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

事業概要

⑤安全
あんぜん

・安心
あんしん

～備
そな

える・つなぐ～

（３）将来
しょうらい

の生活
せいかつ

を考
かんが

えるための支援
しえん

事業名称

自立
じりつ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

）

自立
じりつ

した日常生活
にちじょうせいかつ

や社会生活
しゃかいせいかつ

ができるよう、一定
いってい

の期間
きかん

における生活能力
せいかつのうりょく

の向上
こうじょう

のために、入浴
にゅうよく

、排
はい

せ

つ、食事
しょくじ

等
とう

の必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を行
おこな

う。

居宅
きょたく

において単身
たんしん

で生活
せいかつ

している障
しょう

がいのある人
ひと

や、家庭
かてい

の状況等
じょうきょうとう

により同居
どうきょ

している家族
かぞく

による支援
しえん

を受
う

けられない障
しょう

がいの

ある人
ひと

を対象
たいしょう

として、常時
じょうじ

の連絡体制
れんらくたいせい

を確保
かくほ

することで、障
しょう

がいの特性
とくせい

が原因
げんいん

して生じ
 しょう

る緊急
きんきゅう

の事態等
じたいとう

に対
たい

する相談
そうだん

や支援
しえん

を行
   おこな

います。

事業名称

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

事業名称

地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

障
しょう

がいのある人
ひと

が、障
しょう

がいの種類
しゅるい

に関
かか

わらず、持
も

っている能力
のうりょく

や適性
てきせい

にあわせて、自立
じりつ

した日常生活
にちじょうせいかつ

や社会生活
しゃかいせいかつ

を送
おく

ることがで

きるよう、障
しょう

がいのある人やその関係者
かんけいしゃ

からの相談
そうだん

に応
おう

じて必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を提供
ていきょう

したり、助言
じょげん

をしたりして支援
しえん

を行
おこな

います。ま

た、関係
かんけい

機関
きかん

との連絡
れんらく

調整
ちょうせい

や、地域
ちいき

連携
れんけい

システム（ネットワーク）を構築
こうちく

するための会議
かいぎ

を開催
かいさい

します。

障
しょう

がいのある人
ひと

が住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らしていくことができるよう、様々
さまざま

な支援
しえん

を切
き

れ目
め

なく提供
ていきょう

するた

め、５つの機能
きのう

（「相談
そうだん

」、「緊急
きんきゅう

時
じ

の受入
うけいれ

・対応
たいおう

」、「体験
たいけん

の機会
きかい

」、「専門性
せんもんせい

」、「地域
ちいき

の体制
たいせい

作
づく

り」）を持
も

つネットワークを構築
こうちく

します。

精神
せいしん

障
しょう

がいのある人
ひと

が、地域
ちいき

の一員
いちいん

として安心
あんしん

して自分
じぶん

らしい暮
くら

らしをすることができるよう、保健
ほけん

、医療
いりょう

及
およ

び福
ふく

祉
し

関係者
かんけいしゃ

等
とう

による包括的
ほうかつてき

な支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

を図
はか

ります。

精神
せいしん

障
しょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

事業
じぎょう

事業名称

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

法人
ほうじん

後見
こうけん

支援
しえん

事業
じぎょう

市民
しみん

後見人
こうけんにん

候補者
こうほしゃ

に法人
ほうじん

後見
こうけん

支援
しえん

員
いん

としての活用
かつよう

の場
ば

を提供
ていきょう

することで、法人
ほうじん

後見
こうけん

の活動
かつどう

を支援
しえん

し、障
しょう

がいのある

人
ひと

の権利
けんり

擁護
ようご

を図
はか

る。

事業名称

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう

の整備
せいび

事業名称

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

利用
りよう

支援
しえん

事業
じぎょう

知的障
ちてきしょう

がい、精神障
せいしんしょう

がい、認知症
にんちしょう

等
とう

により、お金
かね

や財産
ざいさん

の管理
かんり

や日常
にちじょう

生活
せいかつ

を行
おこな

うことが難
むずか

しい人
ひと

が、支援者
しえんしゃ

がいな

いことなどが理由
りゆう

で成年後見
せいねんこうけん

制度
せいど

の利用
りよう

ができない場合
ばあい

に、市長
しちょう

申
もうし

立
たて

を適切
てきせつ

に行
おこな

い、制度
せいど

の利用
りよう

につなげます。ま

た、利用
りよう

につながった後
あと

に、利用者
りようしゃ

に資産
しさん

がない場合
ばあい

は、制度
せいど

を利用
りよう

するために必要
ひつよう

な成年後見人
せいねんこうけんにん

への報酬
ほうしゅう

の助成
じょせい

を行
おこな

い、継続
けいぞく

して利用
りよう

できるよう支援
しえん

します。

事業名称
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大分野６：子ども
～育てる・学ぶ～
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

480人
にん

817人
にん

1,066人
にん

1,390人
にん

4,903日
にち

8,799日
にち

11,481日
にち

14,970日
にち

34箇所
かしょ

46箇所
かしょ

59箇所
かしょ

76箇所
かしょ

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

①

・成果
せいか

指標
しひょう

②

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール①

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール 

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

⑥子
こ

ども　～育
そだ

てる・学
まな

ぶ～

（１）障
しょう

がいの早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

支援
しえん

利用者数
りようしゃすう

・利用
りよう

者
しゃ

数
すう

、利用
りよう

日数
にっすう

ともに増加傾向
ぞうかけいこう

です。

・医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な障
しょう

がい児
じ

や、重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい児
じ

の受
う

け皿
ざら

を確保
かくほ

していく必要
ひつよう

があります。

事業概要
じぎょうがいよう 障

しょう

がいのある児童
じどう

に対
たい

し、通所
つうしょ

施設
しせつ

にて、日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
きほんてき

な動
どう

作
さ

の指導
しどう

、知識
ちしき

技能
ぎのう

の付与
ふよ

、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

訓練
くんれん

等
とう

を行
おこな

います。

事業所数
じぎょうしょすう

累計利用日数
るいけいりようにっすう

／月
つき

活動
かつどう

指標
しひょう

事業
じぎょう

名称
めいしょう

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

第
だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

3. すべての人に健康と福祉を 

4.2　2030年までに、全ての子供が男女の区別なく、質の高い乳幼児の発達・ケア及び就学前教育
にアクセスすることにより、初等教育を受ける準備が整うようにする。

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

・発達
はったつ

障
しょう

がい児
じ

等
とう

の早期
そうき

療育
りょういく

の観点
かんてん

からも、多
おお

くの利用
りよう

対象者
たいしょうしゃ

に広
ひろ

く認知
にんち

されることが望
のぞ

ましいです。今後
こんご

もサービス基盤
きばん

の整備
せいび

に努
つと

めていきます。

・児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センターと児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

の役割
やくわり

を明確
めいかく

にしていくとともに、児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センターに

よる事業
じぎょう

所
しょ

への助言
じょげん

等
とう

を行
おこな

う支援
しえん

体制
たいせい

を進
すす

めていくことで、スキルの向上
こうじょう

を目指
めざ

します。

5-(1)-1児童発達支援センターの箇所数　

4. 質の高い教育をみんなに

5-(2)主に重症心身障がい児を受け入れる児童発達支援の実施箇所数　
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

0箇所
かしょ

0箇所
かしょ

0箇所
かしょ

1箇所
かしょ

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

①

・成果
せいか

指標
しひょう

②

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール①

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール 

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

⑥子
こ

ども　～育
そだ

てる・学
まな

ぶ～

（１）障
しょう

がいの早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

支援
しえん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

医療
いりょう

型
がた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業概要
じぎょうがいよう

重度
じゅうど

の障
しょう

がいのある児童
じどう

に対
たい

し、通所
つうしょ

施設
しせつ

にて、日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本
きほんてき

的な動作
どうさ

の指導
しどう

、知識
ちしき

技能
ぎのう

の付与
ふよ

、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

訓練
くんれん

等
とう

と、あわせ

て治療
ちりょう

を行
おこな

います。

4. 質の高い教育をみんなに

4.2　2030年までに、全ての子供が男女の区別なく、質の高い乳幼児の発達・ケア及び就学前教育
にアクセスすることにより、初等教育を受ける準備が整うようにする。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

累計
るいけい

利用
りよう

日数
にっすう

／月
つき

事業所
じぎょうしょ

数
すう

・現在
げんざい

は、市内
しない

近隣
きんりん

市町
しちょう

に医療
いりょう

型
がた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

を実施
じっし

する事業所
じぎょうしょ

がなく、支給
しきゅう

決定
けってい

を受
う

けている人
ひと

もいませ

ん。

・現在
げんざい

は、医療的
いりょうてき

ケアの必要
ひつよう

な重症心身障
じゅうしょうしんしんしょう

がい児
じ

が安心
あんしん

して利用
りよう

できる児童発達支援
じどうはったつしえん

事業所
じぎょうしょ

の数
かず

が少
すく

ないと

いう課題
かだい

があります。

・医療的
いりょうてき

ケアの必要
ひつよう

な重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい児
じ

が安心
あんしん

して利用
りよう

できる児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業
じぎょう

所
しょ

を確保
かくほ

するため、社会
しゃかい

福
ふく

祉
し

施設
しせつ

等
とう

施設
しせつ

整備
せいび

事業費
じぎょうひ

補助金
ほじょきん

等
とう

の活用
かつよう

により、積極的
せっきょくてき

な整備
せいび

促進
そくしん

を目指
めざ

します。

5-(1)-1児童発達支援センターの箇所数　

5-(2)主に重症心身障がい児を受け入れる児童発達支援の実施箇所数　

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

1,459人
にん

1,712人
にん

1,854人
にん

2,008人
にん

19,504日
にち

23,848日
にち

25,826日
にち

27,971日
にち

109箇所
かしょ

128箇所
かしょ

129箇所
かしょ

140箇所
かしょ

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

⑥子
こ

ども　～育
そだ

てる・学
まな

ぶ～

（１）障
しょう

がいの早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

支援
しえん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

放課後
ほうかご

等
とう

デイサービス

事業概要
じぎょうがいよう 就学

しゅうがく

している障
しょう

がいのある児童
じどう

に対
たい

し、授業
じゅぎょう

終了後
しゅうりょうご

や休業日
きゅうぎょうび

に、生活
せいかつ

能
のう

力
りょく

向上
こうじょう

のための訓練
くんれん

や社会
しゃかい

交流
こうりゅう

促進
そくしん

活動
かつどう

等
とう

を行
おこな

います。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

累計利用日数
るいけいりようにっすう

／月
つき

事業所数
じぎょうしょすう

・利用
りよう

者
しゃ

数
すう

、利用
りよう

日数
にっすう

ともに増加
ぞうか

傾向
けいこう

であり、利用
りよう

ニーズが高
たか

くなっています。今後
こんご

も、利用
りよう

者
しゃ

数
すう

及
およ

び利用
りよう

日数
にっすう

の拡大
かくだい

が予想
よそう

されます。

・現在
げんざい

の定員
ていいん

数
すう

では、今後
こんご

、全
すべ

ての利用
りよう

希望
きぼう

者
しゃ

の受
う

け入
い

れは困難
こんなん

となる状況
じょうきょう

であり、潜在的
せんざいてき

なものも含
ふく

めた

ニーズに対応
たいおう

するため、サービス基盤
きばん

の整備
せいび

に努
つと

め、受
う

け入
い

れ枠
わく

を拡大
かくだい

していきます。

5-(3)主に重症心身障がい児を受け入れる放課後等デイサービスの実施箇所数　

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

10人
にん

12人
にん

13人
にん

14人
にん

18日
にち

39日
にち

42日
にち

45日
にち

3箇所
かしょ

３箇所
かしょ

３箇所
かしょ

３箇所
かしょ

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本目標

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール①

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール②

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

⑥子
こ

ども　～育
そだ

てる・学
まな

ぶ～

（１）障
しょう

がいの早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

支援
しえん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

保育
ほいく

所
じょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

事業概要
じぎょうがいよう

障
しょう

がいのある児童
じどう

の支援
しえん

に関
かん

する知識
ちしき

や指導
しどう

経験
けいけん

がある児童
じどう

指導員
しどういん

や保育士
ほいくし

が、

保育
ほいく

所
じょ

などを訪問
ほうもん

し、障
しょう

がいのある児童
じどう

や保育
ほいく

所
じょ

などのスタッフに対
たい

し、障
しょう

がい

のある児童
じどう

が集団
しゅうだん

生活
せいかつ

に適応
てきおう

するための専門的
せんもんてき

な指導
しどう

を行
おこな

います。

4.2　2030年までに、全ての子供が男女の区別なく、質の高い乳幼児の発達・ケア及び就学前教育
にアクセスすることにより、初等教育を受ける準備が整うようにする。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

累計利用日数
るいけいりようにっすう

／月
つき

事業所数
じぎょうしょすう

・利用
りよう

者
しゃ

数
すう

がおおむね横
よこ

ばいで推移
すいい

しており、今後
こんご

も同
おな

じような傾向
けいこう

が予想
よそう

されます。

・支給決定
しきゅうけってい

を受
う

けているものの、利用
りよう

につながっていないケースについて、状況
じょうきょう

を確認
かくにん

のうえ、必要
ひつよう

な支援
しえん

が届
とど

くよう検討
けんとう

していく必要
ひつよう

があります。

・受
う

け入
い

れ側
がわ

の保育所等
ほいくしょとう

への制度
せいど

の周知
しゅうち

、理解促進
りかいそくしん

が課題
かだい

です。

・インクルーシブ教育
きょういく

の推進
すいしん

を進
すす

めていくためにも活用
かつよう

できるサービスであることから、サービスを提供
ていきょう

し

ている児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター等
とう

と連携
れんけい

し、必要
ひつよう

な支援
しえん

が届
とど

く体制
たいせい

を強化
きょうか

していきます。

・利用
りよう

者
しゃ

や受
う

け入
い

れ先
さき

の保育
ほいく

所
じょ

等
とう

に対
たい

して、サービスの周知
しゅうち

や理解
りかい

促進
そくしん

を行
おこな

います。

5-(1)-2保育所等訪問支援の実施箇所数　

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

4. 質の高い教育をみんなに
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

1人
にん

1人
にん

1人
にん

1人
にん

3日
にち

１日
にち

1日
にち

1日
にち

1箇所
かしょ

1箇所
かしょ

1箇所
かしょ

1箇所
かしょ

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール①

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール②

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

⑥子
こ

ども　～育
そだ

てる・学
まな

ぶ～

（１）障
しょう

がいの早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

支援
しえん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

居宅
きょたく

訪問
ほうもん

型
がた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業概要
じぎょうがいよう

外出
がいしゅつ

し、施設
しせつ

に通所
つうしょ

して支援
しえん

を受
う

けることが困難
こんなん

な重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい児
じ

に対
たい

し、居
きょ

宅
たく

を訪問
ほうもん

し、日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
きほんてき

な動作
どうさ

の指導
しどう

、知識
ちしき

技能
ぎのう

の付与
ふよ

等
とう

を行
おこな

いま

す。

4.2　2030年までに、全ての子供が男女の区別なく、質の高い乳幼児の発達・ケア及び就学前教育
にアクセスすることにより、初等教育を受ける準備が整うようにする。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

累計利用日数
るいけいりようにっすう

／月
つき

事業所数
じぎょうしょすう

・現状
げんじょう

では利用
りよう

者
しゃ

1人
にん

の状態
じょうたい

が続
つづ

いています。本
ほん

サービスを必要
ひつよう

とする障
しょう

がいある児童
じどう

に対
たい

し、着実
ちゃくじつ

にサー

ビスが提供
ていきょう

されるよう体制
たいせい

を構築
こうちく

していく必要
ひつよう

があります。

・潜在的
せんざいてき

なニーズを把握
はあく

するため、特別支援学校
とくべつしえんがっこう

などにサービスの周知
しゅうち

を行
おこな

います。

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

4. 質の高い教育をみんなに
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

児童
じどう

相談
そうだん

所
じょ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

10人
にん

15人
にん

15人
にん

15人
にん

1箇所
かしょ

1箇所
かしょ

1箇所
かしょ

1箇所
かしょ

27人
にん

27人
にん

27人
にん

27人
にん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果指標
せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

⑥子
こ

ども　～育
そだ

てる・学
まな

ぶ～

（１）障
しょう

がいの早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

支援
しえん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

福祉型
ふくしがた

障害
しょうがい

児
じ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

事業概要
じぎょうがいよう 障

しょう

がいのある児童
じどう

に対
たい

し、入所
にゅうしょ

施設
しせつ

において、保護
ほご

、日常
にちじょう

生活
せいかつ

の指導
しどう

及
およ

び独立
どくりつ

生
せい

活
かつ

に必要
ひつよう

な知識
ちしき

技能
ぎのう

の付与
ふよ

を行
おこな

います。

・利用
りよう

者
しゃ

数
すう

は令和
れいわ

元年
がんねん

度
ど

と比較
ひかく

し、１名
めい

増加
ぞうか

しており、入所
にゅうしょ

が必要
ひつよう

な児童
じどう

に対
たい

し遅滞
ちたい

なく対応
たいおう

できていま

す。入所
にゅうしょ

に至
いた

る経緯
けいい

は、保護
ほご

者
しゃ

からの申請
しんせい

による入所
にゅうしょ

（契約
けいやく

入所
にゅうしょ

）と児童
じどう

福祉
ふくし

法
ほう

第
だい

27条
じょう

第
だい

１項
こう

第
だい

３号
ごう

または

第
だい

２項
こう

による入所
にゅうしょ

（措置
そち

入所
にゅうしょ

）があります。退所
たいしょ

理由
りゆう

は、集中訓練
しゅうちゅうくんれん

の終了
しゅうりょう

、就労
しゅうろう

による自立
じりつ

、家庭
かてい

引
ひ

き取
と

り、療養
りょうよう

介護
かいご

への移行
いこう

等
とう

となっています。

・現在
げんざい

、強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

児
じ

や重度
じゅうど

障害
しょうがい

児
じ

を受
う

け入
い

れることができる市内
しない

の施設
しせつ

が足
た

りておらず、市外
しがい

および県
けん

外
がい

の施設
しせつ

に受
う

け入
い

れを依頼
いらい

することもあります。また、一旦
いったん

は施設
しせつ

に入所
にゅうしょ

できた児童
じどう

も、長期間
ちょうきかん

となると施
しせ

設
つ

では対応
たいおう

できないとの理由
りゆう

から、退所
たいしょ

せざるを得
え

ないケースもあります。

・正確
せいかく

な保護者
ほごしゃ

ニーズの把握
はあく

による適切
てきせつ

な相談
そうだん

支援
しえん

を実施
じっし

します。

・関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

による円滑
えんかつ

でかつ切
き

れ目
め

のないケースワークを実施
じっし

します。

（１）障がいの有無に関わらず権利や意思を等しく尊重すること

3. すべての人に健康と福祉を 

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

定員数
ていいんすう

事業所数
じぎょうしょすう
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

児童
じどう

相談
そうだん

所
じょ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

19人
にん

23人
にん

23人
にん

23人
にん

3箇所
かしょ

3箇所
かしょ

3箇所
かしょ

４箇所
かしょ

280人
にん

280人
にん

280人
にん

290人
にん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本目標
・きほんもくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

⑥子
こ

ども　～育
そだ

てる・学
まな

ぶ～

（１）障
しょう

がいの早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

支援
しえん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

医療
いりょう

型
がた

障害
しょうがい

児
じ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

事業概要
じぎょうがいよう

障
しょう

がいのある児童
じどう

に対
たい

し、入所
にゅうしょ

施設
しせつ

において、保護
ほご

、日常
にちじょう

生活
せいかつ

の指導
しどう

及
およ

び独立
どくりつ

生
せい

活
かつ

に必要
ひつよう

な知識
ちしき

技能
ぎのう

の付与
ふよ

及
およ

び治療
ちりょう

を行
おこな

います。

※療養
りょうよう

介護
かいご

と共用
きょうよう

の220床
しょう

分
ぶん

を含
ふく

みます。

・利用
りよう

者
しゃ

数
すう

は令和
れいわ

元年
がんねん

度
ど

と比較
ひかく

し、１名
めい

増加
ぞうか

しており、入所
にゅうしょ

が必要
ひつよう

な児童
じどう

に対
たい

し遅滞
ちたい

なく対応
たいおう

できていま

す。入所
にゅうしょ

に至
いた

る経緯
けいい

は、保護
ほご

者
しゃ

からの申請
しんせい

による入所
にゅうしょ

（契約
けいやく

入所
にゅうしょ

）と児童
じどう

福祉
ふくし

法
ほう

第
だい

27条
じょう

第
だい

１項
こう

第
だい

３号
ごう

または

第
だい

２項
こう

による入所
にゅうしょ

（措置
そち

入所
にゅうしょ

）があります。退所
たいしょ

理由
りゆう

は、集中訓練
しゅうちゅうくんれん

の終了
しゅうりょう

、就労
しゅうろう

による自立
じりつ

、家庭
かてい

引
ひ

き取
と

り、療養
りょうよう

介護
かいご

への移行
いこう

等
とう

があります。

・現在
げんざい

、強度
きょうど

行動
こうどう

障がい児
じ

や重度
じゅうど

障がい児
じ

を受
う

け入
い

れることができる市内
しない

の施設
しせつ

が不足
ふそく

しており、市外
しがい

およ

び県外
けんがい

の施設
しせつ

に受
う

け入
い

れを依頼
いらい

することもあります。また、一旦
いったん

は施設
しせつ

に入所
にゅうしょ

できた児童
じどう

も、長期間
ちょうきかん

となる

と施設
しせつ

では対応
たいおう

できないとの理由
りゆう

から、退所
たいしょ

せざるを得
え

ないケースもあります。

・正確
せいかく

な保護者
ほごしゃ

ニーズの把握
はあく

による適切
てきせつ

な相談
そうだん

支援
しえん

を実施
じっし

します。

・関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

による円滑
えんかつ

でかつ切
き

れ目
め

のないケースワークを実施
じっし

します。

（１）障がいの有無に関わらず権利や意思を等しく尊重すること

3. すべての人に健康と福祉を 

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

事業所
じぎょうしょ

数
すう

定員数
ていいんすう
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

14人
にん

18人
にん

19人
にん

20人
にん

０人
にん

2人
にん

2人
にん

2人
にん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール①

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール②

・SDGｓ関連
カンレン

ターゲット

第
だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

国
くに

が定
さだ

める医療的
いりょうてき

ケア児
じ

コーディネーター配置
はいち

人数
にんずう

（要
よう

医療
いりょう

児
じ

者
しゃ

支援
しえん

体制
たいせい

加算
かさん

対象
たいしょう

者
しゃ

）

市
し

が独自
どくじ

に配置
はいち

する医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

コーディネーター

配置
はいち

数
すう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

・一人
ひとり

一人
ひとり

の医療的
いりょうてき

ケア児
じ

のためには、福祉
ふくし

や医療
いりょう

等
とう

の関係
かんけい

分野
ぶんや

について一定
いってい

の知識
ちしき

を有
ゆう

した者
もの

によりその

暮
く

らしの設計
せっけい

を手
て

助
だす

けできる調整
ちょうせい

者
しゃ

が必要
ひつよう

であることが指摘
してき

されています。

・本市
ほんし

では、国
くに

が示
しめ

す医療的
いりょうてき

ケア児
じ

コーディネーター（加算
かさん

対象
たいしょう

者
しゃ

）は14人
にん

いますが、市
し

全体
ぜんたい

を管轄
かんかつ

し、関
かん

係
けい

機関
きかん

からの相談
そうだん

にも応
おう

じることのできるようなコーディネーターは配置
はいち

されていません。

4.2　2030年までに、全ての子供が男女の区別なく、質の高い乳幼児の発達・ケア及び就学前教育
にアクセスすることにより、初等教育を受ける準備が整うようにする。

市
し

全体
ぜんたい

を管轄
かんかつ

し関係機関
かんけいきかん

からの相談
そうだん

にも応
おう

じられる医療的
いりょうてき

ケア児等支援
じとうしえん

コーディネーター２人
にん

を配置
はいち

しま

す。

5-(4)-２医療的ケア児等に関するコーディネーターを配置

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

4. 質の高い教育をみんなに

活動
かつどう

指標
しひょう

⑥子
こ

ども　～育
そだ

てる・学
まな

ぶ～

（２）医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

とする障害
しょうがい

児
じ

等
とう

への支援
しえん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

に対
たい

する関連
かんれん

分野
ぶんや

の支援
しえん

を調整
ちょうせい

する

コーディネーターの配置
はいち

事業概要
じぎょうがいよう

医療
いりょう

的
てき

ケア児
じ

等
とう

が抱
かか

える多
た

分野
ぶんや

の課題
かだい

に対
たい

して、保健
ほけん

、医療
いりょう

、福祉
ふくし

、子育
こそだ

て、教育
きょういく

等
とう

の必
ひつ

要
よう

なサービスを総合的
そうごうてき

に調整
ちょうせい

し、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

とその家族
かぞく

に対
たい

してサービスの紹介
しょうかい

、関
かん

係
けい

機関
きかん

と医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

をつなぐ役割
やくわり

を持
も

つコーディネーターを配置
はいち

します。

66



大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

設置
せっち

設置
せっち

設置
せっち

設置
せっち

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果指標
せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール①

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール②

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

3. すべての人に健康と福祉を 

4. 質の高い教育をみんなに

4.2　2030年までに、全ての子供が男女の区別なく、質の高い乳幼児の発達・ケア及び就学前教育
にアクセスすることにより、初等教育を受ける準備が整うようにする。

⑥子
こ

ども　～育
そだ

てる・学
まな

ぶ～

（２）医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

とする障害
しょうがい

児
じ

等
とう

への支援
しえん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

支援
しえん

協議会
きょうぎかい

事業概要
じぎょうがいよう

医療的
いりょうてき

ケア児等
じとう

とその家族
かぞく

を地域
ちいき

で支
ささ

えるため、保健
ほけん

、医療
いりょう

、福祉
ふくし

、教育
きょういく

等
とう

の医
いりょ

療的
うてき

ケア児
じ

等
とう

支援
しえん

に関
かか

わる行政
ぎょうせい

機関
きかん

や事業所
じぎょうしょ

等
とう

の担当者
たんとうしゃ

が集
あつ

まり、地域
ちいき

の課題
かだい

や

対応
たいおう

策
さく

について意見
いけん

交換
こうかん

をしたり、情報
じょうほう

共有
きょうゆう

をしたりします。

5-(4)医療的ケアを必要する障がい児支援のための協議の場の設置

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

協議会
きょうぎかい

の設置
せっち

・令和
れいわ

元年
がんねん

度
ど

に協議会
きょうぎかい

を設置
せっち

し、年
ねん

４回
かい

開催
かいさい

しています。

・令和
れいわ

元年
がんねん

度
ど

には、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

に関
かん

する実態調査
じったいちょうさ

を行
おこな

い、令
れい

和
わ

２年度
ねんど

から分析
ぶんせき

を行
おこな

っています。

・実態調査
じったいちょうさ

の分析
ぶんせき

結果
けっか

を踏
ふ

まえ、必要
ひつよう

な支援
しえん

の在
あ

り方
かた

を検討
けんとう

していきます。

・協議会
きょうぎかい

において、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
しえん

等
とう

コーディネーターの役割
やくわり

や、効果的
こうかてき

な配置
はいち

の在
あ

り方
かた

等
とう

について協議
きょうぎ

を行
おこな

います。
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大分野７：雇用・就労
～働く～
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

190人
にん

249人
にん

285人
にん

326人
にん

3,238日
にち

4,298日
にち

4,919日
にち

5,627日
にち

16箇所
かしょ

17箇所
かしょ

19箇所
かしょ

21箇所
かしょ

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

①

・成果
せいか

指標
しひょう

②

・成果
せいか

指標
しひょう

③

・成果
せいか

指標
しひょう

④

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール①

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール②

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

⑦雇用
こよう

・就労
しゅうろう

　～働
はたら

く～

（１）就労
しゅうろう

につなげ、支
ささ

える支援
しえん

の充実
じゅうじつ

利用者
りようしゃ

数
すう

・利用者数
りようしゃすう

、利用日数
りようにっすう

ともに増加傾向
ぞうかけいこう

にあります。

・特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

卒業
そつぎょう

後
ご

、直接
ちょくせつ

一般
いっぱん

就労
しゅうろう

などに就職
しゅうしょく

した際
さい

、短期間
たんきかん

で離職
りしょく

してしまうケースがあることが指摘
してき

されています。

事業概要
じぎょうがいよう 一般

いっぱん

就労
しゅうろう

を希望
きぼう

する人
ひと

に対
たい

し、一定
いってい

の期間
きかん

において、生産
せいさん

活動
かつどう

などの機会
きかい

を提供
ていきょう

し、就労
しゅうろう

への移行
いこう

に必要
ひつよう

な知識
ちしき

や能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のための訓練
くんれん

を行
おこな

います。

事業所数
じぎょうしょすう

累計利用日数
るいけいりようにっすう

／月
つき

活動
かつどう

指標
しひょう

事業
じぎょう

名称
めいしょう

就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

第
だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

3. すべての人に健康と福祉を 

8.5　2030年までに、若者や障害者を含む全ての男性及び女性の、完全かつ生産的な雇用及び働き
がいのある人間らしい仕事、並びに同一労働同一賃金を達成する。

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上させ、社会参加
を支援すること

・成果
せいか

指標
しひょう

の達成
たっせい

に向
む

け、「静岡市
しずおかし

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援
しえん

協議会
きょうぎかい

」内
ない

の「就労
しゅうろう

支援
しえん

部会
ぶかい

」や、連絡
れんらく

会
かい

などで、市内
しない

事業所
じぎょうしょ

の情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を行
おこな

うとともに、必要
ひつよう

な取
と

り組
く

みを検討
けんとう

していきます。

・特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

等
とう

と就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

の連携
れんけい

を深
ふか

め、就職後
しゅうしょくご

の長期的
ちょうきてき

なビジョンを見据
みす

え、必要
ひつよう

な支援
しえん

につなげられるようにしていきます。

4-(5)就労移行支援事業等を通じて一般就労に移行する者のうち就労定着支援事業を利用した人数

4-(1)就労移行支援事業所等を通じて一般就労する人数

4-(２)就労移行支援事業所を通じて一般就労する人数

4-(6)就労移行率が８割以上の就労支援事業所の割合

8. 働きがいも経済成長も
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

47人
にん

196人
にん

401人
にん

819人
にん

47日
にち

173日
にち

377日
にち

770日
にち

9箇所
かしょ

９箇所
かしょ

10箇所
かしょ

20箇所
かしょ

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果指標
せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

②

・基本目標

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール①

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール②

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

⑦雇用
こよう

・就労
しゅうろう

　～働
はたら

く～

（１）就労
しゅうろう

につなげ、支
ささ

える支援
しえん

の充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

名称
めいしょう

就労定着支援
しゅうろうていちゃくしえん

事業概要
じぎょうがいよう

就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

等
とう

の利用
りよう

を経
へ

て一般
いっぱん

就労
しゅうろう

した障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

し、企業
きぎょう

や関係
かんけい

機
きか

関
ん

等
とう

と連携
れんけい

し、就労
しゅうろう

先
さき

で、就労
しゅうろう

を長
なが

く続
つづ

けることができるように、定着
ていちゃく

に向
む

けた

支援
しえん

を行
おこな

う。

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上させ、社会参加
を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

8. 働きがいも経済成長も

8.5　2030年までに、若者や障害者を含む全ての男性及び女性の、完全かつ生産的な雇用及び働き
がいのある人間らしい仕事、並びに同一労働同一賃金を達成する。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

累計利用日数
るいけいりようにっすう

／月
つき

事業所数
じぎょうしょすう

・利用
りよう

者
しゃ

数
すう

、利用
りよう

日数
にっすう

ともに増加
ぞうか

傾向
けいこう

にあります。

・特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

を卒業後
そつぎょうご

、一旦
いったん

は就労
しゅうろう

しても、その後
ご

、職場
しょくば

での理解
りかい

が得
え

られないなどの理由
りゆう

に

より短期間
たんきかん

で離職
りしょく

してしまうケースなどが指摘
してき

されています。

・成果
せいか

指標
しひょう

の達成
たっせい

に向
む

け、「静岡市
しずおかし

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援
しえん

協議会
きょうぎかい

」内
ない

の「就労
しゅうろう

支援
しえん

部会
ぶかい

」や、連絡
れんらく

会
かい

などで、市内
しない

事業所
じぎょうしょ

の情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を行
おこな

うとともに、必要
ひつよう

な取
と

り組
く

みを検討
けんとう

していきます。

・特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

等
とう

と就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

の連携
れんけい

を深
ふか

め、就職後
しゅうしょくご

の長期的
ちょうきてき

なビジョンを見据
みす

え、必要
ひつよう

な支援
しえん

につなげられるようにしていきます。

4-(5)就労移行支援事業等を通じて一般就労に移行する者のうち就労定着支援事業を利用
した人数
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

458人
にん

527人
にん

565人
にん

606人
にん

9,529日
にち

11,104日
にち

11,905日
にち

12,768日
にち

28箇所
かしょ

32箇所
かしょ

34箇所
かしょ

36箇所
かしょ

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果指標
せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本目標

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール①

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール②

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

累計利用日数
るいけいりようにっすう

／月
つき

事業所数
じぎょうしょすう

3. すべての人に健康と福祉を 

8. 働きがいも経済成長も

8.5　2030年までに、若者や障害者を含む全ての男性及び女性の、完全かつ生産的な雇用及び働き
がいのある人間らしい仕事、並びに同一労働同一賃金を達成する。

・利用
りよう

者
しゃ

数
すう

、利用
りよう

日数
にっすう

ともに過去
かこ

の傾向
けいこう

から増加
ぞうか

を示
しめ

しており、今後
こんご

も利用
りよう

拡大
かくだい

が予想
よそう

される

・成果
せいか

指標
しひょう

の達成
たっせい

に向
む

け、「静岡市
しずおかし

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援
しえん

協議会
きょうぎかい

」内
ない

の「就労
しゅうろう

支援
しえん

部会
ぶかい

」や、連絡
れんらく

会
かい

などで、市内
しない

事業所
じぎょうしょ

の情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を行
おこな

うとともに、必要
ひつよう

な取
と

り組
く

みを検討
けんとう

していきます。

4-(3)就労継続支援Ａ型事業所通じて一般就労する人数

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上さ
せ、社会参加を支援すること

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

⑦雇用
こよう

・就労
しゅうろう

　～働
はたら

く～

（２）障がいの状況や環境の変化に応じた就労の場の確保

事業
じぎょう

名称
めいしょう

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

A型
がた

事業概要
じぎょうがいよう

一般
いっぱん

就労
しゅうろう

が困難
こんなん

な障
しょう

がいがある人
ひと

について、雇用
こよう

契約
けいやく

を結
むす

んだ上
うえ

で就労
しゅうろう

の機会
きかい

の

提供
ていきょう

や生産
せいさん

活動
かつどう

などの機会
きかい

の提供
ていきょう

や、知識
ちしき

や能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のための訓練
くんれん

を行
おこな

いま

す。
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

1,372人
にん

1,645人
にん

1,801人
にん

1,972人
にん

25,379日
にち

31,173日
にち

34,129日
にち

37,369日
にち

85箇所
かしょ

85箇所
かしょ

85箇所
かしょ

92箇所
かしょ

調査
ちょうさ

中
ちゅう

30,000円
えん

30,000円
えん

30,000円
えん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール①

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール②

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

⑦雇用
こよう

・就労
しゅうろう

　～働
はたら

く～

（２）障がいの状況や環境の変化に応じた就労の場の確保

事業
じぎょう

名称
めいしょう

就労継続
しゅうろうけいぞく

支援
しえん

B型
がた

事業概要
じぎょうがいよう

一般
いっぱん

就労
しゅうろう

が困難
こんなん

な障
しょう

がいがある人
ひと

について、雇用
こよう

契約
けいやく

を結
むす

ばずに、就労
しゅうろう

の機会
きかい

の

提供
ていきょう

や生産
せいさん

活動
かつどう

などの機会
きかい

の提供
ていきょう

や、知識
ちしき

や能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のための訓練
くんれん

を行
おこな

いま

す。

8.5　2030年までに、若者や障害者を含む全ての男性及び女性の、完全かつ生産的な雇用及び働き
がいのある人間らしい仕事、並びに同一労働同一賃金を達成する。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

累計利用日数
るいけいりようにっすう

／月
つき

事業所数
じぎょうしょすう

平均月額工賃
へいきんげつがくこうちん

・利用
りよう

者
しゃ

数
すう

、利用
りよう

日数
にっすう

ともに過去
かこ

の傾向
けいこう

から増加
ぞうか

を示
しめ

しており、今後
こんご

も利用
りよう

拡大
かくだい

が予想
よそう

される。

・平均
へいきん

月額
げつがく

工賃
こうちん

が、全国
ぜんこく

平均
へいきん

を下回
したまわ

っており、利用者
りようしゃ

の生活
せいかつ

の質
しつ

（QOL）を維持
いじ

した上
うえ

で、工賃
こうちん

を向上
こうじょう

させ

ていくことが課題
かだい

です。

・成果指標
せいかしひょう

の達成
たっせい

に向
むかい

け、市内事業所
しないじぎょうしょ

の情報共有
じょうほうきょうゆう

を行う連絡会
れんらくかい

の立
た

ち上
あ

げを目指
めざ

し、その中
なか

で必要
ひつよう

な取
と

り組
く

みを検討
けんとう

していきます。

・農
のう

・福連携等
ふくれんけいとう

による事業所
じぎょうしょ

と仕事
しごと

のマッチングを進
すす

めることや、工賃向上
こうちんこうじょう

に向
む

けた事業所
じぎょうしょ

への技術的支援
ぎじゅつてきしえんとう

等を検討
けんとう

していきます。

4-(4)就労継続支援B型事業所通じて一般就労する人数

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上さ
せ、社会参加を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

8. 働きがいも経済成長も
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害福祉企画課
しょうがいふくしきかくか

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

４人
にん

５人
にん

５人
にん

５人
にん

１箇所
かしょ

１箇所
かしょ

１箇所
かしょ

１箇所
かしょ

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果指標
せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール①

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール②

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

第
だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

実施
じっし

箇所
かしょ

数
すう

視覚
しかく

障
しょう

がいのあ人
じん

の自立
じりつ

した生活
せいかつ

に向
む

けた支援
しえん

となるよう、盲人
もうじん

ホームのあり方
かた

や、多面的
ためんてき

な就労
しゅうろう

支援
しえん

につ

いて関係
かんけい

機関
きかん

と検討
けんとう

を行
おこな

う必要
ひつよう

があります。

8.5　2030年までに、若者や障害者を含む全ての男性及び女性の、完全かつ生産的な雇用及び働き
がいのある人間らしい仕事、並びに同一労働同一賃金を達成する。

・視覚
しかく

障
しょう

がいのある方
かた

の自立
じりつ

した生活
せいかつ

に向
む

けた支援
しえん

となるよう、盲人
もうじん

ホームのあり方
かた

や、多面的
ためんてき

な就労
しゅうろう

支援
しえん

について関係
かんけい

機関
きかん

と検討
けんとう

を行
おこな

います。

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上さ
せ、社会参加を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

8. 働きがいも経済成長も

活動
かつどう

指標
しひょう

⑦雇用
こよう

・就労
しゅうろう

　～働
はたら

く～

（２）障がいの状況や環境の変化に応じた就労の場の確保

事業
じぎょう

名称
めいしょう

盲人
もうじん

ホーム運営
うんえい

補助
ほじょ

事業概要
じぎょうがいよう あん摩

ま

マッサージ指圧
しあつ

免許
めんきょ

等
とう

を持
も

つ視覚
しかく

障
しょう

がいのある人
ひと

で、就労
しゅうろう

が困難
こんなん

な方
かた

に必
ひつ

要
よう

な技術
ぎじゅつ

指導
しどう

を行
おこな

い、自立
じりつ

を支援
しえん

するための施設
しせつ

に運営
うんえい

費
ひ

を補助
ほじょ

します。
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大分野８：文化活動・市民生活
　～楽しむ・参加する～
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

４回
かい

6回
かい

6回
かい

6回
かい

225人
にん

230人
にん

235人
にん

240人
にん

- 70% 80% 80%

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本目標
・きほんもくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール 3. すべての人に健康と福祉を 

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上さ
せ、社会参加を支援すること

・参加者
さんかしゃ

アンケートによる満足度
まんぞくど

やスポーツへの関心
かんしん

を教室
きょうしつ

の運営
うんえい

に反映
はんえい

していきます。

・新型
しんがた

コロナウイルスを意識
いしき

した運営
うんえい

を行
おこな

います。

⑧文化
ぶんか

活動
かつどう

・市民
しみん

生活
せいかつ

　～楽
たの

しむ・参加
さんか

する～

（１）文化
ぶんか

・スポ ツ等
とう

を通
つう

じた社会
しゃかい

参加
さんか

の推進
すいしん

開催
かいさい

回数
かいすう

利用者
りようしゃ

アンケートにおける

今後
こんご

もスポーツを続
つづ

けたい

人
ひと

の割合
わりあい

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

・広報
こうほう

による案内
あんない

や参加者
さんかしゃ

からの口
くち

コミにより参加者
さんかしゃ

が増加
ぞうか

してきています。

・障
しょう

がいのある方
かた

の土日
どにち

の活動
かつどう

の楽
たの

しみの場
ば

として期待
きたい

されています。

・スタッフの確保
かくほ

が難
むずか

しく、各区
かくく

のスポーツ推進員
すいしんいん

の協力
きょうりょく

も必要
ひつよう

です。

・新型
しんがた

コロナウイルス対策
たいさく

を意識
いしき

した運営
うんえい

が必要
ひつよう

です。

事業概要
じぎょうがいよう

日頃
ひごろ

スポーツへの参加
さんか

が難
むずか

しい障
しょう

がいのある方
かた

のために、スポーツの経験
けいけん

が少
すく

な

い人
ひと

でも取
と

り組
く

みやすいスポーツ（フライングディスク、ボッチャ、ボウリング

など）やレクリエーションの体験
たいけん

教室
きょうしつ

を開催
かいさい

します。障
しょう

がいのある人
ひと

の自立
じりつ

と社
しゃ

会
かい

への参加
さんか

を進
すす

め、障
しょう

がいのない人
ひと

との交流
こうりゅう

を通
つう

じて障がいや障
しょう

がいのある人
ひと

へ

の理解
りかい

を深
ふか

めます。

参加
さんか

者
しゃ

数
すう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

活動
かつどう

指標
しひょう

事業
じぎょう

名称
めいしょう

スポーツ教室
きょうしつ

開催
かいさい

事業
じぎょう

第
だい

６期
き

　目標値
もくひょうち
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

葵区
あおいく

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

課
か

駿河区
するがく

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

１回
かい

１回
かい

１回
かい

１回
かい

131人
にん

140人
にん

150人
にん

160人
にん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果指標
せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・事業
じぎょう

の周知
しゅうち

方法
ほうほう

を工夫
くふう

し、参加者
さんかしゃ

の増加
ぞうか

につとめます。

・新型
しんがた

コロナウイルスを意識
いしき

した運営
うんえい

を行
おこな

います。

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上さ
せ、社会参加を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

・前
ぜん

計画
けいかく

期間
きかん

は、計画
けいかく

どおり大会
たいかい

を実施
じっし

し、障
しょう

がいのある人
ひと

やその家族
かぞく

等
とう

の親睦
しんぼく

と交流
こうりゅう

を促
うなが

しました。

・参加者
さんかしゃ

が高齢化
こうれいか

しており、新規
しんき

参加者
さんかしゃ

の確保
かくほ

が難
むずか

しくなっています。

・新型
しんがた

コロナウイルス対策
たいさく

を意識
いしき

した運営
うんえい

が必要
ひつよう

です。

⑧文化
ぶんか

活動
かつどう

・市民
しみん

生活
せいかつ

　～楽
たの

しむ・参加
さんか

する～

（１）文化
ぶんか

・スポ ツ等
とう

を通
つう

じた社会
しゃかい

参加
さんか

の推進
すいしん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

スポーツ大会
たいかい

開催
かいさい

事業
じぎょう

事業概要
じぎょうがいよう

障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も地域
ちいき

で生活
せいかつ

する市民
しみん

として社会
しゃかい

への参加
さんか

を進
すす

め、ス

ポーツによる体力
たいりょく

を保
たも

ち、向上
こうじょう

を図
はか

り、交流
こうりゅう

を通
つう

じてお互
たが

いに新
あら

たな出会
であ

いや発
はっ

見
けん

をし理解
りかい

を深
ふか

めるきっかけとするため、年
ねん

に１回
かい

、葵区
あおいく

または駿河区
するがく

にてフラ

イングディスクや玉
たま

入
い

れなどを行
おこな

うスポ ツイベントを開催
かいさい

します。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

開催回数
かいさいかいすう

参加者数
さんかしゃすう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

清水
しみず

区
く

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

１回
かい

１回
かい

１回
かい

１回
かい

1,009人
にん

1,000人
にん

1,000人
にん

1,000人
にん

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連
かんれん

する成果指標
せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

⑧文化
ぶんか

活動
かつどう

・市民
しみん

生活
せいかつ

　～楽
たの

しむ・参加
さんか

する～

（１）文化
ぶんか

・スポ ツ等
とう

を通
つう

じた社会
しゃかい

参加
さんか

の推進
すいしん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

障害者
しょうがいしゃ

スポーツフェスティバル事業
じぎょう

事業概要
じぎょうがいよう

障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も地域
ちいき

で生活
せいかつ

する市民
しみん

として社会
しゃかい

への参加
さんか

を進
すす

め、ス

ポーツによる体力
たいりょく

の維持
いじ

、向上
こうじょう

を図
はか

り、交流
こうりゅう

を通
つう

じてお互
たが

いに新
あら

たな出会
であ

いや

発見
はっけん

をし理解
りかい

を深
ふか

めるきっかけとするため、年
ねん

に１回
かい

、清水
しみず

区
く

にてパン食
く

い競
きょ

走
うそう

や魚
さかな

釣
つ

りゲームなどを行
おこな

うスポーツイベントを開催
かいさい

します。

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上さ
せ、社会参加を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

開催回数
かいさいかいすう

参加
さんか

者
しゃ

数
すう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

・前
ぜん

計画
けいかく

期間
きかん

では、計画
けいかく

どおり大会
たいかい

を実施
じっし

し、障
しょう

がいのある人
ひと

やその家族
かぞく

等
とう

の親睦
しんぼく

・交流
こうりゅう

を促
うなが

しました。

・会場
かいじょう

の大
おお

きさからすると、現在
げんざい

の参加
さんか

者
しゃ

数
すう

が安全
あんぜん

に開催
かいさい

することができる限界
げんかい

と考
かんが

えられるため、今後
こんご

は参加者
さんかしゃ

数
すう

を増
ふ

やしていくのではなく、1,000人
にん

程度
ていど

を維持
いじ

していくことが必要
ひつよう

です。

・新型
しんがた

コロナウイルス感染
かんせん

防止
ぼうし

対策
たいさく

を意識
いしき

した運営
うんえい

が必要
ひつよう

となります。

・新型
しんがた

コロナウイルス感染
かんせん

防止
ぼうし

対策
たいさく

を意識
いしき

した運営
うんえい

を行
おこな

います。
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

５回
かい

５回
かい

５回
かい

５回
かい

503人
にん

500人
にん

500人
にん

500人
にん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本目標
・きほんもくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上さ
せ、社会参加を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

・交流
こうりゅう

人数
にんずう

のさらなる増加
ぞうか

を図
はか

るため、バレーの練習
れんしゅう

会
かい

等
とう

、新
あら

たな競技
きょうぎ

の開催
かいさい

に取
と

り組
く

みます。

・新型
しんがた

コロナウイルス対策
たいさく

を意識
いしき

した運営
うんえい

を行
おこな

います。

⑧文化
ぶんか

活動
かつどう

・市民
しみん

生活
せいかつ

　～楽
たの

しむ・参加
さんか

する～

（１）文化
ぶんか

・スポ ツ等
とう

を通
つう

じた社会
しゃかい

参加
さんか

の推進
すいしん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

スポーツ交流
こうりゅう

強化
きょうか

事業
じぎょう

事業概要
じぎょうがいよう スポーツを通

つう

じて障
しょう

がいのある人
ひと

やその家族
かぞく

等
とう

の親睦
しんぼく

・交流
こうりゅう

を促進
そくしん

する

ことにより、障
しょう

がいのある人
ひと

の社会
しゃかい

参加
さんか

を支援
しえん

します。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

開催回数
かいさいかいすう

参加者数
さんかしゃすう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

・前
ぜん

計画
けいかく

期間
きかん

では、ボウリング大会
たいかい

、ソフトボール・フットサルの定期
ていき

練習
れんしゅう

会
かい

、多
た

種目
しゅもく

交流会
こうりゅうかい

を実施
じっし

し、ス

ポーツを通
つう

じた社会
しゃかい

参加
さんか

、交流
こうりゅう

の促進
そくしん

を図
はか

ることができました。

・新型
しんがた

コロナウイルス対策
たいさく

を意識
いしき

した運営
うんえい

が必要
ひつよう

です。
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

推進
すいしん

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

120人
にん

110人
にん

110人
にん

110人
にん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本目標
・きほんもくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

⑧文化
ぶんか

活動
かつどう

・市民
しみん

生活
せいかつ

　～楽
たの

しむ・参加
さんか

する～

（１）文化
ぶんか

・スポ ツ等
とう

を通
つう

じた社会
しゃかい

参加
さんか

の推進
すいしん

事業
じぎょう

名称
めいしょう

日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事業
じぎょう

事業概要
じぎょうがいよう 創作

そうさく

的
てき

活動
かつどう

等
とう

の機会
きかい

の提供
ていきょう

をしたり、介護
かいご

をしている家族
かぞく

の一時的
いちじてき

な休息
きゅうそく

のため

の日中
にっちゅう

の一時的
いちじてき

な見守
みまも

りなどの支援
しえん

に要
よう

する費用
ひよう

の一部
いちぶ

を助成
じょせい

します。

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

・日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

の利用
りよう

開始
かいし

時間
じかん

について、本体
ほんたい

事業
じぎょう

終了後
しゅうりょうご

17時
じ

以降
いこう

から本体
ほんたい

事業
じぎょう

終了後
しゅうりょうご

に変更
へんこう

することで、

利用者
りようしゃ

や事業者
じぎょうしゃ

が制度
せいど

を利用
りよう

しやすくします。

・引
ひ

き続
つづ

き、日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事業
じぎょう

の適正
てきせい

な利用
りよう

方法
ほうほう

について、窓口
まどぐち

を通
とお

して周知
しゅうち

していきます。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

利用者
りようしゃ

数
すう

・新型
しんがた

コロナウイルスの影響
えいきょう

により、利用者
りようしゃ

が在宅
ざいたく

にいることが増
ふ

え、利用者
りようしゃ

が減少
げんしょう

することが予想
よそう

されま

す。

・ウィズコロナでの生活
せいかつ

スタイルに変
か

わっていく中
なか

で、利用
りよう

開始
かいし

時間
じかん

の見直
みなお

しにより利用
りよう

のしやすさを改善
かいぜん

し、利用
りよう

の現状
げんじょう

維持
いじ

をしていく必要
ひつよう

があります。
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

課
か

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

５箇所
かしょ

５箇所
かしょ

５箇所
かしょ

５箇所
かしょ

436人
にん

437人
にん

437人
にん

437人
にん

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する成果指標
かんれん  せいかしひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

かんれん  せいかしひょう とく かんれん きほん もくひょう

・成果
せいか

指標
しひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・出席
しゅっせき

率
りつ

が低
ひく

い利用者
りようしゃ

について事業
じぎょう

所
しょ

と連絡
れんらく

を取
と

りつつ見守
みまも

っていきます。（障害福祉企画課
しょうがいふくしきかくか

）

・新規
しんき

利用
りよう

者
しゃ

の増
ぞう

に向
む

け、関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

強化
きょうか

やプログラムの見直
みなお

し・改善
かいぜん

に努
つと

めます。（精神保健福祉
せいしんほけんふくしか

課）

２－(1)退院後１年以内の地域における平均生活日数

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

・2施設
しせつ

とも定員
ていいん

数
すう

は9割
わり

を超
こ

えており、障
しょう

がいのある人
ひと

の日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

として、社会
しゃかい

生活
せいかつ

を支援
しえん

するための

創作
そうさく

活動
かつどう

や地域
ちいき

交流
こうりゅう

等
とう

を行
おこな

っていますが、中
なか

には出席
しゅっせき

率
りつ

が低
ひく

い利用者
りようしゃ

もいます。（障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

）

・就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

事業
じぎょう

所
しょ

の増加
ぞうか

等
とう

により、地域活動支援
ちいきかつどうしえん

センターの利用
りよう

者
しゃ

数
すう

が減少
げんしょう

傾向
けいこう

にあります。社会
しゃかい

資源
しげん

につながるのは良
よ

い傾向
けいこう

ですが、8050問題
もんだい

や精神
せいしん

障
しょう

がいに起因
きいん

するひきこもりの支援
しえん

など、新
あら

たなニーズ

に対応
たいおう

していく必要
ひつよう

があります。（精神
せいしん

保健
ほけん

福祉課
ふくしか

）

⑧文化
ぶんか

活動
かつどう

・市民
しみん

生活
せいかつ

　～楽
たの

しむ・参加
さんか

する～

(2)生涯
しょうがい

を通
つう

じた多様
たよう

な学習
がくしゅう

機会
きかい

の提供
ていきょう

事業
じぎょう

名称
めいしょう

地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センター

事業概要
じぎょうがいよう 　障

しょう

がいのある人
ひと

に日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

を提供
ていきょう

し、創作
そうさく

活動
かつどう

や交流
こうりゅう

活動
かつどう

、生産
せいさん

活動
かつどう

を通
つう

じて、社会
しゃかい

との交流
こうりゅう

を促進
そくしん

する等
とう

の支援
しえん

を行
おこな

います。

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

実施
じっし

箇所
かしょ

数
すう

実
じつ

利用者
りようしゃ

数
すう
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大分野
だいぶんや

小分野
しょうぶんや

担当課
たんとうか

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

等
とう

第
だい

5期
き

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

度
ど

実績
じっせき

令和
れいわ

３年度
ねんど

令和
れいわ

４年
ねん

度
ど

令和
れいわ

５年度
ねんど

８種類
しゅるい

９種類
しゅるい

10種類
しゅるい

11種類
しゅるい

47回
かい

48回
かい

49回
かい

50回
かい

【現状
げんじょう

の分析
ぶんせき

及
およ

び課題
かだい

】

【目標
もくひょう

達成
たっせい

のための計画
けいかく

実施
じっし

期間中
きかんちゅう

における取組
とりくみ

】

　　　関連する
かんれんする

成果
せいか

指標
しひょう

　・　特
とく

に関連
かんれん

する基本
きほん

目標
もくひょう

・基本
きほん

目標
もくひょう

・SDGｓ関連
かんれん

ゴール

・SDGｓ関連
かんれん

ターゲット

活動
かつどう

指標
しひょう 第

だい

６期
き

　目標値
もくひょうち

発行種類
はっこうしゅるい

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

累計発行回数
るいけいはっこうかいすう

（市
し

が独自
どくじ

に設定
せってい

）

⑧文化
ぶんか

活動
かつどう

・市民
しみん

生活
せいかつ

　～楽
たの

しむ・参加
さんか

する～

(2)生涯
しょうがい

を通
つう

じた多様
たよう

な学習
がくしゅう

機会
きかい

の提供
ていきょう

事業
じぎょう

名称
めいしょう

点字
てんじ

・声
こえ

の広報等
こうほうなど

の発行
はっこう

事業概要
じぎょうがいよう

文字
もじ

による情報
じょうほう

入手
にゅうしゅ

が困難
こんなん

な障
しょう

がいのある人
ひと

のために、点訳
てんやく

・音訳
おんやく

の方法
ほうほう

によ

り、市
し

の各種
かくしゅ

広報
こうほう

紙
かみ

を発行
はっこう

し、障
しょう

がいのある人
ひと

が地域
ちいき

で生活
せいかつ

する上
うえ

で必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を提供
ていきょう

します。

・議会
ぎかい

だよりを音声
おんせい

読
よ

み上
あ

げ機能
きのう

がある電子
でんし

ブックの形態
けいたい

でホームページに掲載
けいさい

することで、より多
おお

くの　人
ひと

が議会
ぎかい

だ

よりの音訳
おんやく

を聞
き

くことができる環境
かんきょう

を整
ととの

えます。（調査法制課
ちょうさほうせいか

）

・音声
おんせい

版
ばん

ガイドブックの内容
ないよう

がわかりやすくなるよう紙
かみ

媒体
ばいたい

同様
どうよう

に3種類
しゅるい

に分
わ

けて発行
はっこう

できないか検討
けんとう

します。また、関
かん

係
けい

課
か

と協議
きょうぎ

し窓口
まどぐち

に配布
はいふ

依頼
いらい

をする等
とう

、配布
はいふ

数
すう

が増
ふ

えるよう工夫
くふう

します。（収集
しゅうしゅう

業務
ぎょうむ

課
か

）

・利用者
りようしゃ

拡大
かくだい

のための記事
きじ

を広報
こうほう

しずおかへ掲載
けいさい

します。（広報課
こうほうか

）

・点字
てんじ

版
ばん

・音声
おんせい

版
ばん

広報
こうほう

等
とう

の発行
はっこう

種類
しゅるい

拡大
かくだい

に向
む

け、庁内
ちょうない

各課
かくか

に必要性
ひつようせい

を周知
しゅうち

します。（障害福祉企画課
しょうがいふくしきかくか

）

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上させ、社会参加
を支援すること

10. 人や国の不平等をなくそう

10.2　2030年までに、年齢、性別、障害、人種、民族、出自、宗教、あるいは経済的地位その他
の状況に関わりなく、全ての人々の能力強化及び社会的、経済的及び政治的な包含を促進する。

・令和元年度
れいわがんねんど

は、①障
しょう

がい者
しゃ

（児
じ

）福祉
ふくし

のしおり（点字
てんじ

版
ばん

・音声
おんせい

版
ばん

）、②広報
こうほう

しずおか「静岡
しずおか

気分
きぶん

」（点字
てんじ

全文
ぜんぶん

版
ばん

・点字
てんじ

縮訳
しゅくやく

版
ばん

・音声
おんせい

版
ばん

）12か月
げつ

、③議会
ぎかい

だより（点字版
てんじばん

・音声版
おんせいばん

）年
ねん

４回
かい

、④ごみの出
だ

し方
かた

分別
ぶんべつ

ガイドブック（音声
おんせい

版
ばん

）（平成
へいせい

30年度
ねんど

～保存
ほぞん

版
ばん

、不足分
ふそくぶん

を複製
ふくせい

するかたち）を発行
はっこう

しました。

・発行
はっこう

種類
しゅるい

の拡大
かくだい

のために全庁的
ぜんちょうてき

に周知
しゅうち

を行
おこな

っていますが、発行
はっこう

種類
しゅるい

は昨年度
さくねんど

と同様
どうよう

に留
とど

まっています。

・現在
げんざい

の利用者以外
りようしゃいがい

のニーズについて、検討
けんとう

する必要
ひつよう

があります。（議会
ぎかい

だより・調査
ちょうさ

法制課）

・発行
はっこう

種類
しゅるい

や発行
はっこう

部数
ぶすう

の増加
ぞうか

のため、周知
しゅうち

等
とう

を行
おこな

っていく必要
ひつよう

があります。（ごみの出
で

し方
かた

分別
ぶんべつ

ガイドブック・収集
しゅうしゅう

業務
ぎょうむ

課
か

）

・利用者
りようしゃ

の数
かず

が徐々
じょじょ

に減少
げんしょう

傾向
けいこう

にあるため、さらなる周知
しゅうち

が必要
ひつよう

と考
かんが

えられます。（広報
こうほう

しずおか「静岡気分
しずおかきぶん

」・広報課
こうほうか

）

・現在
げんざい

は希望者
きぼうしゃ

に漏
も

れなく提供
ていきょう

できていますが、全体
ぜんたい

として発行
はっこう

種類
しゅるい

が増加
ぞうか

しないことが課題
かだい

です。（障
しょう

がい者
もの

（児
じ

）福祉
ふくし

のしおり・

障害
しょうがい

福祉
ふくし

企画
きかく

課
か

）
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